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は
じ
め
に

近
代
上
方
歌
舞
伎
に
阪
東
亀
寿
と
い
う
長
唄
の
唄
方
が
い
た
ら
し
い
。「
ら
し
い
」
と

書
い
た
の
は
、こ
れ
ま
で
そ
の
活
動
時
期
や
来
歴
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
囃
子
方

だ
か
ら
で
あ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
五
月
二
日
初
日
、松
島
八
千
代
座
の
長
唄
唄

方
連
名
に
、
玉
村
伊
太
郎
、
玉
村
富
二
、
坂
東
卯
之
助
に
続
い
て
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
の

を
今
の
と
こ
ろ
唯
一
と
す
る（1）
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
秋
、縁
あ
っ
て
こ
の
阪
東
亀
寿
が
所
持
し
て
い
た
と
さ

れ
る
史
料
一
括
を
古
書
店
よ
り
手
に
入
れ
た
。
目
録
に「
長
唄
唄
方
阪
東
亀
寿
旧
蔵
唄
本

類　

一
括
」
と
あ
っ
た
そ
れ
で
あ
る
（【
図
版
1
】）。
こ
の
史
料
群
か
ら
は
、
阪
東
亀
寿

が
番
付
等
に
記
載
さ
れ
な
い
囃
子
方
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、時
に
は
「
明
治
後
期

の
大
阪
に
於
け
る
長
唄
謡
ひ
の
名
手（2）
」
と
称
さ
れ
た
阪
東
小
三
郎
（
一
八
四
六
〜

一
九
〇
七
）の
ワ
キ
を
勤
め
る
な
ど
の
実
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て

く
る
。
本
稿
は
、阪
東
亀
寿
旧
蔵
史
料
全
体
の
概
要
と
史
料
の
詳
細
を
『
近
代
歌
舞
伎
年

表
』
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
紹
介
し
、史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
阪
東
亀
寿
な
る
人
物
の

事
績
と
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
に
垣
間
見
え
る
近
代
上
方
劇
界
・
音
曲
界
を
素
描
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
近
代
上
方
の
囃
子
方
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ほ
か
に
も
初
代
中
井
猪
三

郎
、
小
川
弥
三
郎
、
杵
屋
富
造
、
中
村
美
秋
、
杵
屋
胡
金
吾
等
の
も
の
が
知
ら
れ
る
。
非

公
開
を
前
提
と
す
る
史
料
の
性
格
上
、近
代
上
方
歌
舞
伎
音
楽
の
伝
承
や
演
出
に
つ
い
て

は
な
お
不
明
な
点
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、本
史
料
が
こ
う
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

一
、
史
料
の
概
要

本
史
料
は
全
六
十
一
点
か
ら
成
る
（
後
掲
【
表
1
】）。
す
べ
て
唄
本
で
あ
る
。
独
特
の

資
料

長
唄
唄
方
阪
東
亀
寿
旧
蔵
史
料
に
つ
い
て

前
島　

美
保

筆
者
は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
秋
、
長
唄
唄
方
の
阪
東
亀
寿
が
所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
史
料
一
括
を
古
書
店
よ
り
手
に
入
れ
た
。
こ
の

史
料
六
十
一
点
か
ら
は
、
阪
東
亀
寿
が
歌
舞
伎
の
番
付
等
に
記
載
さ
れ
ず
ほ
と
ん
ど
他
史
料
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
人
物
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
黒
御

の
豊
富
な
芝
居
唄
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
有
し
、
時
に
は
明
治
後
期
大
阪
長
唄
の
名
手
阪
東
小
三
郎
の
ワ
キ
を
勤
め
、
上
方
舞
の
地
方
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
阪
東
亀
寿
旧
蔵
史
料
全
体
の
概
要
と
各
史
料
の
詳
細
を
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
紹
介
し
、
史
料
か
ら

窺
わ
れ
る
阪
東
亀
寿
な
る
人
物
の
事
績
と
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
に
垣
間
見
え
る
近
代
上
方
劇
界
・
音
曲
界
を
素
描
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た

近
代
上
方
の
囃
子
方
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、
本
史
料
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕  

近
代
上
方
歌
舞
伎　

囃
子
方　

黒
御

音
楽　

芝
居
唄　

地
歌　

上
方
端
歌　

上
方
舞　

音
楽
演
出　
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筆
跡
か
ら
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
き
、
基
本
的
に
す
べ
て
本
人
に
よ
る
自
筆
本
と
考
え

ら
れ
る（3）
。
署
名
に
は
「
阪
」
と
「
坂
」
の
二
種
の
表
記
が
見
ら
れ
る
が
（【
図
版
2
】）、

こ
れ
ら
を
年
代
や
機
会
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
た
様
子
は
今
の
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ

な
い
（
本
稿
で
は
暫
定
的
に
「
阪
東
」
で
統
一
す
る
）。

全
六
十
一
点
は
形
態
上
、大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
半
紙
本
を
仮
綴
じ
し

た
薄
物
の
唄
本
五
十
五
点
、
も
う
一
つ
は
小
型
の
枕
本
六
点
で
あ
る
。
唄
本
、
枕
本
の
順

に
特
徴
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
一
）
薄
物
唄
本
（
五
十
五
点
）
の
詳
細

薄
物
の
唄
本
五
十
五
点
は
、
興
行
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、
そ
れ
と
特

定
さ
れ
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
そ
の
線
引
き
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
前
者
、

【図版 1】「丘山堂古書目録」より（一部転載）

【図版 2】署名（上段左より「大津画所作事」「忠臣蔵七段返
し所作事」「供やつこ」「娘道成寺」）
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す
な
わ
ち
興
行
時
に
所
作
事
（
舞
踊
）
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
し
き
唄
本
の
表
紙
に

は
、
年
月
日
、
座
、
外
題
、「
寿
」、
署
名
、
裏
表
紙
に
「
千
秋
万
歳
大
々
叶
」
等
と
書
か

れ
て
あ
る
も
の
が
多
い（【
図
版
3
】）。
計
二
十
九
点
あ
る（【
表
1
―
仮
番
号
1
〜
29
】）。

こ
の
う
ち
十
九
点
に
紙
縒
り
紐
の
輪
が
つ
い
て
い
る
（【
図
版
3
】）。
あ
る
い
は
束
ね
て

ま
と
め
て
保
管
し
て
い
た
か
、
何
か
に
提
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
紐
の
輪
が
興
行
時
の
唄
本
を
特
徴
づ
け
て
い
る
標
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
唄
本
は

縦
半
分
に
折
り
た
た
ん
だ
痕
跡
も
見
受
け
ら
れ
、概
し
て
使
用
感
が
あ
る
。
こ
の
二
十
九

点
を
上
演
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
、明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
角
座
の
「
妹

背
山
道
行
」（
お
三
輪
）
よ
り
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
松
島
八
千
代
座
「
夕
ぎ

り
所
作
」
ま
で
十
七
年
に
及
ぶ
。
比
較
的
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、こ
の
頃
の
上
方
劇
界

は
初
代
市
川
右
團
次
、
初
代
中
村
鴈
治
郎
ら
が
大
芝
居
の
中
心
を
は
る
一
方
、
新
劇
や
活

動
写
真
等
の
台
頭
が
著
し
い
時
代
で
あ

り
、
社
会
に
目
を
向
け
る
と
大
阪
天
王

寺
に
て
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
た
時
期
か
ら
日
清
・
日
露
戦
争

を
経
て
い
わ
ゆ
る
大
大
阪
時
代
ま
で
と

い
う
、
上
方
に
お
け
る
近
代
化
の
時
期

と
重
な
る
。

い
く
つ
か
唄
本
を
取
り
上
げ
な
が
ら

特
徴
を
見
て
お
き
た
い
。【
表
1
―
2
】

の
「
吉
野
山
所
作
事
」（
同
計
略
花
吉
野

山
）
は
、
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
二
十
八
日
ま
で
浪
花
座
で

大
切
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
（【
図
版

4
】）、
初
代
市
川
右
團
次
が
楠
正
行
、

市
川
右
之
助
（
二
代
目
市
川
右
團
次
）

が
塚
本
狐
、
市
川
市
蔵
が
弁
の
内
侍
と

千
枝
狐
を
演
じ
た
。
こ
の
時
の
長
唄
連
名
は
番
付
等
で
は
確
認
で
き
ず
、当
該
唄
本
で
初

め
て
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、タ
テ
唄
阪
東
小
三
郎
の
ワ
キ
で
阪
東
亀
寿
が
出
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
本
文
の
注
記
を
見
る
と
、「
小
」「
キ
」
と
唄
い
分
け
が
記
さ
れ
て
お

り
、「
小
」
は
す
な
わ
ち
阪
東
小
三
郎
、「
キ
」
は
阪
東
亀
寿
の
唄
い
場
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
（【
図
版
4
】）。
阪
東
亀
寿
の
読
み
は
「
キ
ジ
ュ
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
〽
な
ん

と
し
よ
」以
下
の
内
侍
の
ク
ド
キ
を
小
三
郎
と
亀
寿
で
分
け
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
こ

に
見
ら
れ
る
「
㊤
」
は
浄
瑠
璃
の
意
で
、本
曲
は
竹
本
（
義
太
夫
節
）
と
長
唄
の
掛
合
で

行
わ
れ
た
こ
と
も
判
明
す
る（4）
。

唄
本
の
「
小
」
の
書
き
込
み
が
阪
東
小
三
郎
の
唄
い
場
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、こ
の

他
に
も
明
治
三
十
六
年
三
月
「
妹
背
山
道
行
」【
表
1
―
1
】、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
十
一
月
「
門
け
い
せ
い
所
作
事
」【
表
1
―
11
】
に
認
め
ら
れ
る
。
小
三
郎

は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
七
日
に
行
年
六
十
二
で
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら（5）
、

そ
の
晩
年
の
舞
台
活
動
を
奇
し
く
も
亀
寿
の
唄
本
か
ら
覗
き
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

【図版 3】「高時天狗舞所作事」唄本表紙、裏表紙

【図版 4】「吉野山所作事」唄本表紙、本文
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【
表
1
―
3
】
の
「
積
恋
雪
関
の
扉
」
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
十
二
月
二

日
よ
り
南
座
に
て
初
代
中
村
鴈
治
郎
の
墨
染
、
二
代
目
中
村
玉
七
の
関
兵
衛
、
中
村
成
太

郎
（
後
の
魁
車
）
の
小
町
姫
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
、番
付
に
「
竹
本
連
中　

長

唄
は
や
し
連
中
」
と
あ
っ
て
、
常
磐
津
節
で
は
な
く
竹
本
と
長
唄
の
掛
合
で
出
さ
れ
た
。

当
該
唄
本
を
見
る
と
「
㊤
」
の
書
き
込
み
が
散
見
さ
れ
る
（【
図
版
5
】）。
抜
き
差
し
は

あ
る
も
の
の
、
常
磐
津
節
の
「
関
の
扉
」
を
よ
く
な
ぞ
っ
て
お
り
、
カ
ン
（
甲
）
の
書
き

込
み
位
置
も
一
致
し
て
い
る
。
亀
寿
は
〽
不
慮
の
矢
疵
に
」以
下
の
カ
ン
を
受
け
持
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、唄
本
か
ら
は
長
唄
以
外
の
伝
承
曲
に
亀
寿
が
出
演
し
て
い
る
例
が
多
く

見
ら
れ
、
常
磐
津
節
で
は
「
積
恋
雪
関
の
扉
」
の
ほ
か
に
「
油
と
り
う
つ
ほ
猿
」【
表
1

―
13
】、「
忠
臣
蔵
八
段
目
道
行
所
作
事
」【
表
1
―
17
】
な
ど
多
数
あ
り
、
ま
た
清
元
節

で
は
「
み
ち
と
せ
道
行　

忍
逢
春
雪
解
」【
表
1
―
22
】
も
唄
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
演

奏
習
慣
は
、
近
世
後
期
以
来
の
上
方
特
有
の
現
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
き
た
（
傍
線
部
筆
者
）。

　

京
阪
は
前
期
に
引
続
き
義
太
夫
節
が
「
チ
ヨ
ボ
」
以
外
に
所
作
事
地
と
し
て
も
盛

に
用
ゐ
ら
れ
て
、
甚
だ
流
行
し
た
宮
古
路
諸
流
、
殊
に
宮
薗
は
本
期
の
初
に
は
そ
の

景
事
、
道
行
等
を
大
成
し
た
が
、
本
期
中
頃
に
至
つ
て
景
事
、
道
行
が
漸
次
衰
退
す

る
と
共
に
宮
薗
も
廃
れ
、
遂
に
宮
古
路
諸
流
は
劇
場
附
の
囃
子
方
の
兼
業
と
な
つ

た
。
更
に
前
期
末
よ
り
本
期
中
頃
に
か
け
て
江
戸
長
唄
、
常
磐
津
、
富
本
、
清
元
、

新
内
等
が
移
植
さ
れ
た
が
、
こ
れ
等
何
れ
も
、
囃
子
方
に
よ
つ
て
兼
業
さ
れ
た
。
で

そ
の
名
目
も
す
べ
て
「
ぶ
ん
ご
」
又
は
「
江
戸
唄
」
の
名
称
の
許
に
総
括
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、「
双
面
」
と
「
助
六
」
と
が
同
一
仁
に
よ
り
「
戻
駕
廓
大
全
」
や
「
鳥

羽
絵
」
が
義
太
夫
節
の
語
り
手
に
よ
り
演
じ
ら
れ
る
と
い
ふ
変
態
的
な
現
象
さ
へ
生

ず
る
に
至
つ
た
。
こ
の
ま
ゝ
明
治
に
及
ん
だ
為
に
、
近
頃
ま
で
大
阪
の
囃
子
方
と
い

へ
ば
、
一
人
で
各
種
を
兼
ね
る
悪
い
慣
例
の
種
子
が
蒔
か
れ
る
因
と
な
つ
た
の
で
あ

る
。（6）

亀
寿
の
唄
本
は
こ
の
言
を
如
実
に
伝
え
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、亀

寿
自
身
、
唄
本
表
紙
に
「
長
唄
」
と
署
名
し
て
お
り（7）
、
あ
く
ま
で
本
人
は
長
唄
方
だ
と
主

張
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
（【
図
版
5
】）。
こ
の
点
は
後
に
検
討
す
る
。

興
行
時
に
用
い
ら
れ
た
唄
本
は
、市
川
右
團
次
一
座
や
中
村
鴈
治
郎
一
座
な
ど
の
大
芝

居
の
舞
台
の
も
の
が
多
い
が
、中
に
は
女
役
者
の
地
方
を
勤
め
た
時
の
も
の
も
あ
る
。「
鶴

亀
引
抜
紀
尾
井
獅
々
」【
表
1
―
21
】
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
六
月
二
十
一
日
大

阪
九
条
第
二
芦
辺
倶
楽
部
に
て
上
演
さ
れ
た
女
芝
居
岩
井
琴
女
一
座
の
唄
本
で
あ
る

（【
図
版
6
】）。
第
二
芦
辺
倶
楽
部
は
九
条
歌
舞
伎
座
を
改
称
し
た
も
の
で
、当
時
活
動
写

真
や
女
芝
居
（
所
作
事
）
に
使
わ
れ
て
い
た
。
岩
井
琴
女
は
女
團
十
郎
と
称
さ
れ
た
市
川

九
女
八
（
一
八
四
五
前
後
〜
一
九
一
三
）
の
門
弟
で
、師
弟
共
演
に
よ
る
女
芝
居
を
頻
繁

に
こ
の
芦
辺
倶
楽
部
で
出
し
て
い
る（8）
。
そ
の
岩
井
琴
女
の
「
鶴
亀
引
抜
紀
尾
井
獅
々
」
の

【図版 5】「積恋雪関の扉」唄本表紙、本文
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地
方
を
阪
東
亀
寿
が
勤
め
て
い
た
こ
と
に
な
る（9）
。

以
上
に
対
し
て
、興
行
時
と
特
定
さ
れ
な
い
唄
本
が
【
表
1
―
30
〜
55
】
で
、計
二
十
六

点
あ
る
。
舞
踊
会
や
お
浚
い
等
が
想
定
さ
れ
る
が
、
唄
本
自
体
に
情
報
量
が
少
な
く
、
十

分
に
上
演
時
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
中
で
【
表
1
―
54
】
の
明
治
三
十
一

年
（
一
八
九
八
）
十
一
月
「
う
つ
ぼ
猿
」
の
唄
本
が
、ひ
と
ま
ず
亀
寿
旧
蔵
史
料
の
上
限

を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（【
図
版
7
】）。
表
紙
に
「
山
村
つ
ね
様
」
と
あ
る
が
、

こ
の
山
村
つ
ね
は
初
世
山
村
舞
扇
斎
の
養
女
山
村
れ
ん
の
門
弟
に
あ
た
る
人
物
と
推
測

さ
れ
る（10）
。
興
行
時
と
特
定
さ
れ
な
い
唄
本
は
、
使
用
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、
保
存

状
態
の
良
い
も
の
が
多
い
（【
図
版
8
】）。
こ
れ
ら
の
唄
本
を
概
観
し
た
場
合
に
も
、
長

唄
以
外
の
音
曲
の
も
の
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
は
、前
述
の
興
行
時
の
唄

本
と
同
様
で
あ
る
。「
子
持
山
姥
」「
山
姥
」「
ま
し
ら
猿
」「
乗
合
万
歳
」「
積
恋
雪
関
扉
」

「
将
門
」「
お
光
狂
乱
」「
玉
う
さ
ぎ
」「
清
元
権
八
」「
千
本
道
行
」
な
ど
竹
本
、
常
磐
津

節
、
清
元
節
の
伝
承
曲
の
唄
本
が
、「
勧
進
帳
」「
末
広
が
り
」「
供
や
つ
こ
」「
娘
道
成

寺
」
等
の
長
唄
唄
本
と
一
緒
く
た
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
否
、長
唄
の
も
の
は
唄

本
全
体
の
中
で
五
分
の
一
程
度
し
か
な
く
、
圧
倒
的
に
少
な
い
。

実
は
、
こ
の
一
見
不
可
思
議
な
唄
本
の
在
り
方
に
こ
そ
、
阪
東
亀
寿
の
立
ち
位
置
が
知

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
唄
本
に
自
ら
「
長
唄
」
と
署
名
し
な
が
ら
、
長

唄
唄
本
の
現
存
数
が
少
な
く
、

番
付
等
の
出
囃
子
連
名
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
れ
で
も
時
に
阪
東
小
三

郎
の
ワ
キ
を
勤
め
る
な
ど
重
要

な
唄
い
場
を
任
さ
れ
、
竹
本
、

常
磐
津
節
、
清
元
節
の
伝
承
曲

も
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

事
情
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
亀

寿
は
黒
御

の
唄
方
が
専
業

だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
考
え
が
及
ん
だ
時
、
亀
寿
旧
蔵
史
料
の
も
う
一
つ
の
史
料
群
、
枕
本
の
存
在

が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
続
い
て
枕
本
六
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
二
）
枕
本
（
六
点
）
の
詳
細

分
厚
い
横
本
の
形
状
の
枕
本
は
六
冊
あ
る
（【
図
版
9
】、【
表
1
―
56
〜
61
】）。
い
ず

れ
も
目
次
が
付
さ
れ
て
お
り
、そ
の
後
に
各
曲
の
歌
詞
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
六
冊
の
う

ち
、
内
容
か
ら
主
に
芝
居
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（『
雑
用
集
哥
日
カ
恵　

劇
場
用
』『
所
作
日
賀
恵
』『
地
哥
端
哥
日
カ
恵
』）
と
、
主
に
舞
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
も
の
（『
吾
妻
し
ら
べ
』『
糸
の
し
ら
べ
』『
舞
地
調
』）
と
に
大
別
さ
れ

る
。

【図版 6】「鶴亀引抜紀尾井獅々」表紙

【図版 7】「うつぼ猿」表紙

【図版 8】「越後じゝ」
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『
雑
用
集
哥
日
カ
恵　

劇
場
用
』

『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』（
雑
用
集
歌
控
）
は
、主
に
黒
御

の
使
い
物
の
唄
の
歌
詞
が
収

載
さ
れ
た
枕
本
で
あ
る
。【
後
掲
表
2
】
に
は
各
曲
の
唄
い
出
し
を
リ
ス
ト
化
し
た
が
、

全
二
〇
〇
丁
、
の
べ
七
二
七
曲
を
数
え
、
収
載
曲
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
ま
ず
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
目
次
に
続
き
、
詞
章
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
調
子
や
口
三
味
線
、
三
味
線

の
手
付
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
（【
図
版
10
、
図
版
11
】）。
歌
詞
集
の
様
相
で

あ
る
。

分
類
法
が
興
味
深
い
。「
か
ん
哥
」（
甲
唄
）・「
タ
々
哥
」（
只
唄
）
二
十
三
曲
に
始
ま

り
、「
く
り
上
」
六
曲
、「
琴
哥
」
九
曲
、「
在
郷
」・「
早
ざ
い
ご
」（
早
在
郷
）
五
十
一

曲
、「
茶
屋
場
哥
」
十
曲
、「
ち
ら
し
」
七
曲
、「
神
楽
大
拍
子
」
十
七
曲
と
続
く
。
以
上

は
使
用
場
面
ご
と
に
分
類
が
さ
れ
て
お
り
、「
か
ん
哥
」
か
ら
「
琴
哥
」
ま
で
は
主
に
時

代
物
の
御
殿
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
唄
、「
在
郷
」
以
下
は
主
に
世
話
物
で
使
用
さ
れ
る
唄

で
あ
る
。
花
街
も
の
は
「
茶
屋
場
哥
」、寺
や
神
社
に
使
わ
れ
る
も
の
は
「
神
楽
大
拍
子
」

と
や
や
独
特
の
分
類
用
語
も
あ
り
、こ
こ
に
杵
屋
栄
左
衛
門
『
歌
舞
伎
音
楽
集
成
』
上
方

編
（
以
下
『
上
方
編
』（11））
と
も
異
な
る
、
明
治
大
正
期
頃
の
上
方
の
芝
居
唄
の
体
系
化
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
に
続
い
て
、『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
は
唄
い
出
し
の
い
ろ
は

順
に
四
三
五
曲
を
並
べ
る
（【
図
版
12
】）。
そ
の
後
、「
二
上
り
新
内
」「
追
分
」「
そ
ゝ

り
」「
シ
ギ
ン
」「
ウ
タ
イ
」
等
の
曲
が
整
理
さ
れ
、最
後
に
決
ま
り
物
と
地
歌
や
上
方
端

歌
、
長
唄
、
端
唄
、
俗
曲
等
の
一
六
八
曲
が
並
ぶ
。
適
宜
替
歌
の
例
も
記
さ
れ
る
な
ど
、

非
常
に
実
用
性
の
高
い
手
控
え
と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
二
つ
例
を
見
て
み
よ
う
。
決
ま
り
物
に
挙
が
る
「
植
木
や
ど
く
」
は
、忠
臣
蔵
外

伝
『
忠
臣
連
理
廼
鉢
植
』（『
植
木
屋
』）
の
独
吟
で
、
上
方
歌
舞
伎
ゆ
か
り
の
演
目
と
知

ら
れ
る
。
初
代
中
村
鴈
治
郎
が
中
村
宗
十
郎
の
代
役
で
演
じ
名
を
あ
げ
た
出
世
作
で
、鴈

治
郎
は
こ
の
植
木
屋
弥
七
（
実
ハ
千
崎
弥
五
郎
）
を
度
々
演
じ
て
い
る
。『
雑
用
集
哥
日

【図版 9】枕本（六点）

【図版 10】『雑用集哥日カ恵』目次

【図版 11】『雑用集哥日カ恵』本文（在郷）
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カ
恵
』
に
は
『
植
木
屋
』
の
独
吟
と
し
て
三
曲
が
見
え
る
（【
図
版
13
】）。

一　
  

あ
だ
な
こ
の
よ
に
か
り
ざ
し
き　

み
じ
ま
い
う
す
き
あ
ら
い
が
み　

二
つ
い

づ
ゝ
の
な
も
ふ
か
い
な
か

　
　

  

〽
せ
い
て
あ
わ
さ
ぬ
お
や
か
た
の　

き
づ
い
は
ま
ぶ
の
も
の
お
も
い　

〽
な

る
は
い
や
な
り
お
も
ふ
は
な
ら
ず　

そ
ふ
に
そ
わ
れ
ぬ
み
と
な
ら
ば
へ　

ウ

タ
イ
〽
山
寺
の　

　
　

〽
し
ら
ぬ
し
ら
れ
ぬ　

〽
わ
が
み
の
す
ゑ
の

一　

  

あ
き
く
れ
て
か
り
も
わ
び
し
き
こ
ゑ
た
て
　ゝ

き
よ
き
な
か
れ
お
く
み
わ
け

て　

い
ん
だ
も
む
り
か
つ
ま
ご
と
の

一　

  

つ
ゝ
い
つ
す
じ
の
い
と
よ
り
も　

も
つ
れ
も
つ
る
　ゝ

も
し
お
の
け
む
り　

ウ
タ
イ
〽
さ
れ
ど
も　

〽
と
き
わ
の
松　

〽
お
も
は　

〽
三
勝　

ウ
タ
イ
〽

ち
ぎ
り

こ
れ
と
『
日
本
戯
曲
全
集
』
第
十
五
巻
の
台
本
（
上
演
年
不
詳
）
を
照
合
し
て
み
る
と
、

『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
の
独
吟
の
歌
詞
は
断
片
的
で
異
同
も
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

と
わ
か
る（12）
。
ま
た
、
謡
や
「
常
磐
の
松
」（
隣
座
敷
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
余
所
事
）
の
段

取
り
も
こ
の
台
本
通
り
で
あ
る
。『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
に
は
黒
御

の
唄
方
に
必
要
な

情
報
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、基
本
的
に
芝
居
に
お
け
る
キ
ッ
カ

ケ
等
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、「
箕
輪
心
中
」（
岡
本
綺
堂
作
）
で
用
い
ら
れ
た
と
す
る
「
君
と
寝
や
ろ
か
」
と

い
う
曲
は
、『
歌
舞
伎
音
楽
集
成
』
江
戸
編
（
以
下
『
江
戸
編
』）
に
よ
れ
ば（13）
、明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
九
月
東
京
明
治
座
で
初
演
さ
れ
た
時
、田
圃
の
太
夫
の
四
代
目
沢
村
源

之
助
が
こ
の
曲
を
覚
え
て
お
り
、昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
六
月
に
東
京
歌
舞
伎
座
で

三
代
目
市
川
寿
海
が
再
演
す
る
に
あ
た
り
、大
阪
の
杵
屋
富
造
（
一
九
〇
二
〜
七
七
）
か

ら
「
昔
か
ら
大
阪
に
あ
っ
た
曲
だ
」
と
し
て
教
え
て
も
ら
い
復
活
し
た
と
い
う
こ
と
で
知

ら
れ
る（14）
。
こ
の
「
君
と
寝
や
ろ
か
」
と
同
一
曲
が
、『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』「
き
の
部
」
に

「
君
と
ね
よ
ふ
か
」
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
に
杵
屋
富
造
の
言
を

裏
付
け
る
。

『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
に
は
の
べ
七
二
七
曲
が
挙
が
る
が（15）
、【
表
2
】
の
「
＊
」
は
『
上

方
編
』『
江
戸
編
』
と
一
致
す
る
唄
で
一
三
九
曲
を
数
え
る
。
こ
れ
は
全
体
の
約
二
割
に

あ
た
り
、
現
在
と
共
通
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
そ
れ
以

外
の
約
八
割
は
『
上
方
編
』『
江
戸
編
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ち
な
み
に
【
表
2
】
に

は
『
芝
居
唄（16）
』
と
一
致
し
た
曲
も
「
〇
」
で
示
し
た
が
、一
九
三
曲
で
全
体
の
三
割
程
度

に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
に
は
、現
在
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い

（
あ
る
い
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
、
忘
却
さ
れ
た
、
初
め
て
知
ら
れ
る
）
唄
が
数
多
く
収

載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
上
方
の
土
地
や
風
土
、
習
俗
に
由
来
す
る
な

ど
、豊
穣
な
唄
の
蓄
積
が
か
つ
て
の
上
方
の
黒
御

に
あ
っ
た
こ
と
が
具
に
わ
か
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
唄
の
一
部
に
近
代
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
見
え
る
が（17）
、
亀
寿
が

【図版 12】『雑用集哥日カ恵』本文（いの部）

【図版 13】『雑用集哥日カ恵』本文（植木やどく）
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い
つ
頃
こ
の
『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
を
分
類
整
理
し
書
き
留
め
た
の
か
、確
か
な
年
代
の

わ
か
る
手
が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
上
方
で
活
躍
し
た
三
味
線
方
初
代
中
井
猪
三
郎
（
〜

一
八
八
五
）
旧
蔵
の
キ
ッ
カ
ケ
帳
（
附
帳
）
の
末
尾
に
、同
様
の
手
控
え
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
（
未
見
）（18）。
黒
御

の
囃
子
方
は
こ
う
し
た
手
控
え
を
各
人
整
理
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
猪
三
郎
の
手
控
え
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
明
治
初
期
ま
で

遡
り
得
る
芝
居
唄
を
特
定
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

『
地
哥
端
哥
日
カ
恵
』

『
地
哥
端
哥
日
カ
恵
』（
地
歌
端
歌
控
）
は
、
黒
御

で
使
う
唄
の
う
ち
、
独
吟
、
地
歌

箏
曲
、
上
方
端
歌
、
端
唄
、
流
行
り
唄
な
ど
を
収
載
す
る
。
唄
い
出
し
を
リ
ス
ト
化
し
た

の
が
【
後
掲
表
3
】
で
、
全
一
五
九
曲
あ
る
。
基
本
的
に
調
子
の
記
載
は
な
く
、
所
々
口

三
味
線
等
が
施
さ
れ
て
い
る
（【
図
版
14
】）。

本
書
は
ゆ
る
や
か
に
曲
種
別
と
な
っ
て
い
る

が
、
先
の
『
雑
用
集
哥
日
カ
恵
』
と
重
複
す
る

曲
も
あ
る
（「
瀬
田
の
は
し
」「
あ
だ
な
世
界
」

等
）。
先
に
見
た
『
植
木
屋
』
に
用
い
ら
れ
る

「
常
磐
の
松
」（
三
勝
半
七
）
は
、
本
書
に
詞
章

を
確
認
で
き
る
。
か
つ
て
町
田
博
三
（
佳
聲
）

は
、
大
正
期
の
東
京
の
囃
子
と
大
阪
の
囃
子
の

技
量
を
比
べ
て
、
後
者
を
率
直
な
ま
で
に
酷
評

し
た
が
、
一
方
で
東
京
に
な
い
地
歌
や
流
行
歌

を
応
用
し
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
認

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（19）
。
実
際
に
亀
寿
の
『
地

哥
端
哥
日
カ
恵
』
の
収
載
曲
か
ら
も
、
上
方
の

黒
御

の
豊
か
な
地
歌
や
端
歌
等
の
伝
承
が

実
感
さ
れ
る
。

さ
て
【
表
3
】
の
う
ち
、「
＊
」
は
『
上
方
編
』
と
一
致
す
る
唄
で
二
十
三
曲
あ
る
。

「
夕
だ
ち
」
や
「
斎
藤
」
は
『
上
方
編
』
で
は
相
方
と
し
て
知
ら
れ
る
曲
だ
が
、
本
書
に

唄
の
歌
詞
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
『
上
方
編
』「
斎
藤
相
方
」
の

解
説
に
拠
れ
ば
、中
村
美
秋
（
一
八
九
〇
〜
一
九
九
一
）
の
唄
本
に
は
歌
詞
は
あ
る
も
の

の
節
に
は
覚
え
が
な
い
と
い
う（20）
。中
村
美
秋
は
戦
前
戦
後
の
上
方
黒
御

の
唄
方
の
重
鎮

で
、
亀
寿
よ
り
お
よ
そ
一
世
代
下
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
頃
に
は
既
に
こ
の
「
斎
藤
」

と
い
う
唄
の
伝
承
は
な
か
っ
た
と
思
し
い
。

ま
た
『
地
哥
端
哥
日
カ
恵
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
く
ず
の
葉
ど
く
」
に
は
、『
芦
屋

道
満
大
内
鑑
』
子
別
れ
の
場
の
独
吟
で
用
い
ら
れ
る
以
下
の
詞
章
が
見
え
る
。

す
る
す
み
の
音
さ
へ
忍
ぶ
筆
の
あ
と　

そ
め
て
か
た
み
と
い
と
ゞ
子
に　

今
さ
ら

こ
ゝ
ろ
ひ
か
さ
れ
て　

は
な
れ
が
た

な
き
夜
の
鶴　

や
け
の
ゝ
き
ゞ
す
な
く
ね
よ
り　

む
す
ら
の
宿
へ
か
ゑ
る
身
の　

そ
れ
は
つ
ゆ
そ
ふ
千
枝
が
も
と
へ

今
は
信
田
の
う
ら
み
葛
の
葉

こ
の
独
吟
の
詞
章
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
配
川
美
加
氏
は
、詞
章
八
種
（
Ａ
〜

Ｈ
）
を
掲
げ
て
い
る
が（21）
、本
書
の
歌
詞
は
そ
の
中
の
Ｈ
（
典
拠
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
所
蔵
台
帳
で
、明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
大
阪
角
劇
場
と
比
定
）
と
ほ
ぼ
同

じ
も
の
と
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
収
載
曲
と
他
史
料
と
そ
れ
ぞ
れ
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、近
代
上
方

歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
の
一
端
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

『
所
作
日
賀
恵
』

以
上
二
書
に
対
し
て
、『
所
作
日
賀
恵
』（
所
作
控
）
は
、
芝
居
の
所
作
事
の
歌
詞
を
ま

と
め
た
枕
本
で
あ
る
。
全
二
十
三
曲
。
上
演
年
や
劇
場
、役
者
名
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、一
―
（
一
）
で
検
討
し
た
唄
本
と
重
な
る
曲
が
多
い
。【
表
4
】「
※
」
の
十
二
曲
は

【図版 14】『地哥端哥日カ恵』本文（「いもせ川」）
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そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
歌
詞
は
も
ち
ろ
ん
、
所
々
に
あ
る
口
三
味
線
、
三
味
線
の
ツ

ボ
な
ど
の
書
き
込
み
も
（
一
）
の
唄
本
に
準
じ
て
施
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
本
書
は
、

唄
本
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
を
含
む
所
作
事
用
の
手
控
え
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
逆
に
、

本
書
の
補
記
か
ら
（
一
）
の
唄
本
の
詳
細
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、【
表
1
―
25
】
に
あ
る
唄
本
「
戻
り
橋
所
作
事
」（
戻
橋
）
は
『
所

作
日
賀
恵
』
補
記
よ
り
巽
糸
子
の
所
作
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（【
図
版
15
】）。

巽
糸
子
（
一
八
八
〇
〜
一
九
二
〇
）
は
、
ミ
ナ
ミ
の
大
和
屋
で
修
業
し
た
後
、
神
戸
八
千

代
座
専
属
の
芝
居
茶
屋
を
営
み
女
興
行
師
と
し
て
戦
前
戦
後
の
劇
界
に
通
じ
て
い
た
巽

テ
ル
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
六
）
の
養
女
に
入
り
、明
治
三
十
年
代
よ
り
道
頓
堀
浪
花
座

や
東
京
市
村
座
等
に
も
出
演
し
た
女
優
だ
っ
た（22）
。
舞
踊
に
秀
で
て
い
た
ら
し
い
。
唄
本
に

よ
れ
ば
こ
の
時
の
「
戻
橋
」
は
、竹
本
と
長
唄
が
掛
け
合
い
で
勤
め
た
よ
う
だ
。
こ
の
ほ

か
、花
井
お
梅
（
一
八
六
三
〜
一
九
一
六
）
の
「
保
名
狂
乱
」
も
『
所
作
日
賀
恵
』
に
見

ら
れ
る
（
上
演
年
月
不
明
）。
亀
寿
が
巽
糸
子
、
花
井
お
梅
な
ど
の
地
方
を
勤
め
て
い
た

こ
と
は
興
味
深
い
。

ま
た
、『
所
作
日
賀
恵
』
の
「
桐
一
葉
・
末
広
舞
」
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

五
月
大
阪
角
座
で
三
代
目
片
岡
我
当
（
十
一
代

目
片
岡
仁
左
衛
門
）
の
淀
君
・
女
馬
士
・
片
桐

且
元
、
実
川
延
二
郎
（
二
代
目
実
川
延
若
）
の

石
川
伊
豆
守
・
秀
次
の
亡
霊
・
大
蔵
の
局
、
嵐

徳
三
郎
の
太
閤
秀
吉
実
は
石
田
三
成
、
奴
実
は

佐
々
成
政
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
時
の
も
の

で
あ
る（23）
。
坪
内
逍
遥
『
桐
一
葉
』
の
初
演
は
二

か
月
前
の
三
月
東
京
座
で
、
五
代
目
中
村
芝
翫

（
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
）
ら
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
且
元
役
で
出
て
い
た

片
岡
我
当
が
大
阪
に
て
再
演
し
た
長
唄
が
『
所

作
日
賀
恵
』
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
詞
章
内
容
か
ら
、「
桐
一
葉
」
は
二
幕
目

吉
野
山
夜
桜
の
場
と
畜
生
塚
怨
霊
の
場
、「
末

広
舞
」
は
五
幕
目
長
廊
下
乳
人
自
害
の
場
で
使

わ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
所
作
日
賀
恵
』
収
載
の
「
高
時
天
狗
舞
」
は

唄
本
【
表
1
―
14
】
の
「
北
條
九
代
高
時
天
狗
舞
所
作
事
」
と
同
一
で
、明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
二
月
京
都
歌
舞
伎
座
で
実
川
延
二
郎
が
高
時
を
演
じ
た
時
の
も
の
で
あ
る

（【
図
版
3
、
図
版
16
】）。「
京
都
日
出
新
聞
」（
一
月
二
十
六
日
）
に
よ
れ
ば
、
九
代
目
市

川
團
十
郎
の
そ
れ
と
は
全
く
別
も
の
と
の
触
れ
込
み
だ
っ
た（24）
。『
所
作
日
賀
恵
』
は
、
新

歌
舞
伎
や
活
歴
等
、明
治
期
東
京
の
大
芝
居
の
上
方
再
演
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
る
貴
重
な
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
糸
の
し
ら
べ
』『
吾
妻
し
ら
べ
』『
舞
地
調
』

最
後
に
、主
に
舞
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
三
書
を
ま
と
め
て
み
て
お
く

（【
表
5
〜
7
】）。
こ
の
三
書
が
「
主
に
舞
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た
」
と
考
え
た
根
拠
は
、

曲
名
に
角
書
き
の
よ
う
に
流
派
名
や
舞
手
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（【
図

【図版 15】上・中：「戻り橋所作事」唄本表
紙・本文／下：『所作日賀恵』本文（「戻り橋」）

【図版 16】『所作日賀恵』本文（「高時天狗舞」）
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版
17
】）。
例
え
ば
『
糸
の
し
ら
べ
』
で
は
「
花
本
こ
ま
」（「
き
せ
ん
」）、『
吾
妻
し
ら
べ
』

で
は
「
山
村
政
」（「
田
家
煙
」「
手
踊
り
」）、「
ゑ
び
ら
く
」（「
お
か
け
」「
て
ふ
や
れ

〳
〵
」）、「
陸
平
様
山
村
様
」（「
手
踊
り
」）、「
山
駒
様
」（「
舟
乗
」）、「
花
本
」（「
大
め

ん
」）、「
杵
の
ぶ
」（「
新
年
梅
」「
さ
み
だ
れ
」）、「
山
村
」（「
花
ノ
旅
」「
し
ん
ぼ
く
」）、

『
舞
地
調
』
で
は
「
本
田
中
つ
ぐ
様
」（「
二
人
玉
川
」）、「
梅
元
」（「
壬
生
平
」）
等
が
見

え
る
。
前
掲
の
「
流
祖
を
中
心
と
し
た
山
村
流
略
系
譜
」
と
照
合
す
る
と
、
山
村
ま
さ

（
山
村
登
久
門
弟
）、
山
村
ら
く
（
通
称
鰕
ら
く
、
五
代
目
市
川
鰕
十
郎
妻
）、
そ
し
て
山

村
流
か
ら
分
派
し
た
花
本
流
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、「
陸
平
様
」
は
新
舞
踊
で
一
時
代
を

築
い
た
楳
茂
都
陸
平
と
わ
か
る
。
ま
た
、「
く
る
わ
五
郎
」（『
舞
地
調
』）
で
は
「
此
間
山

村
て
つ
な
し
」
と
抜
き
差
し
を
書
き
込
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徴
証
か

ら
、
亀
寿
は
劇
場
で
の
活
動
の
他
に
山
村
流
、
楳
茂
都
流
、
花
本
流
等
、
大
阪
の
上
方
舞

の
地
方
を
勤
め
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、花
街
と
の
関
わ
り
は
当
該
史
料
か
ら
は

見
え
て
こ
な
い
。

と
こ
ろ
で
『
糸
の
し
ら
べ
』『
吾
妻
し
ら
べ
』
と
い
う
書
名
か
ら
は
、
近
世
中
期
以
降

に
刊
行
さ
れ
た
詞
章
本
が
想
起
さ
れ
る
。『
糸
の
し
ら
べ
』
は
地
歌
の
詞
章
本
で
、
寛
延

四
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
ま
で
増
補
改
訂
を
重
ね
た
。『
吾

妻
し
ら
べ
』
は
大
坂
の
舞
地
用
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
ま
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
版
本
と
亀
寿
の
『
糸
の
し
ら
べ
』

『
吾
妻
し
ら
べ
』
の
収
載
曲
は
一
致
せ
ず
、
亀
寿
の
方
は
分
類
自
体
も
地
歌
、
上
方
端
歌
、

歌
舞
伎
所
作
事
由
来
の
曲
が
雑
多
に
並
ん
で
い
る
印
象
が
あ
る
が
、亀
寿
が
舞
地
の
枕
本

の
書
名
を
つ
け
る
際
に
、流
布
し
て
い
た
既
刊
本
の
存
在
が
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、本
史
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
―
阪
東
亀
寿
の
事
績
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
―

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、亀
寿
の
事
績
は
番
付
史
料
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
辿
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
一
方
で
、
亀
寿
旧
蔵
史
料
六
十
一
点
か
ら
は
、
断
片
的
な
が
ら
亀
寿
の
事
績
お

よ
び
上
方
劇
界
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
重
複
を
恐
れ
ず
、こ
こ
で
改
め
て
ま
と
め
な

が
ら
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
活
動
期
間
、
場
所
、
人
脈
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

阪
東
亀
寿
は
近
代
上
方
歌
舞
伎
の
長
唄
唄
方
で
、主
に
黒
御

の
唄
方
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。『
雑
用
集
哥
日
カ
恵　

劇
場
用
』
と
『
地
哥
端
哥
日
カ
恵
』
と
称
さ
れ
る
枕

本
は
近
代
上
方
の
芝
居
唄
の
分
類
と
体
系
を
把
握
で
き
る
内
容
で
、そ
の
豊
富
な
唄
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
と
几
帳
面
な
整
理
姿
勢
に
黒
御

の
唄
方
と
し
て
の
矜
持
が
見
え
隠
れ
す

る
。
本
史
料
群
に
見
る
活
動
期
間
は
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月
か
ら
大
正
九
年
ま
で
の

二
十
二
年
間
で
、
浪
花
座
、
角
座
、
南
座
、
京
都
歌
舞
伎
座
、
夷
谷
座
等
、
大
阪
や
京
都

の
大
芝
居
中
心
に
、神
戸
大
黒
座
へ
の
巡
業
や
大
阪
第
二
芦
辺
倶
楽
部
等
の
女
芝
居
に
も

参
加
し
て
い
る
。
京
都
や
神
戸
の
上
演
時
の
唄
本
も
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、本
拠
地
は

大
阪
だ
が
、
地
方
で
の
公
演
時
に
黒
御

の
唄
方
と
し
て
出
向
き
、
つ
い
で
に
所
作
事
の

地
方
も
勤
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、唄
本
や
『
所

作
日
賀
恵
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
所
作
事
に
お
い
て
も
、当
時
上
方
長
唄
唄
方
の
第
一
人

【図版 17】上：『糸のしらべ』目次／中：『吾
妻しらべ』本文／下：『舞地調』目次
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者
で
あ
っ
た
阪
東
小
三
郎
の
ワ
キ
を
勤
め
る
実
力
を
有
し
、
初
代
市
川
右
團
次
、
初
代
中

村
鴈
治
郎
、2
代
目
実
川
延
若
等
大
立
者
の
舞
台
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た

だ
し
、本
史
料
群
か
ら
見
ら
れ
る
活
動
期
間
二
十
二
年
間
に
対
す
る
唄
本
の
点
数
と
し
て

は
少
な
く
、
普
段
は
黒
御

の
み
に
出
勤
す
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
加
え
て
、
岩
井
琴
女
、
巽
糸
子
、
花
井
お
梅
ら
女
芝
居
の
所
作
事
に
も
出
て
い
た
こ

と
は
当
時
の
劇
界
の
様
子
を
具
に
伝
え
る
。

一
方
で
、
劇
場
外
で
の
活
動
、
す
な
わ
ち
座
敷
や
演
奏
会
等
の
舞
地
と
し
て
も
演
奏
に

携
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
が
枕
本
『
糸
の
し
ら
べ
』『
吾
妻
し
ら
べ
』『
舞

地
調
』
で
、
鰕
ら
く
事
山
村
ら
く
、
楳
茂
都
陸
平
ほ
か
大
阪
の
上
方
舞
の
各
流
派
名
や
人

物
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。亀
寿
旧
蔵
史
料
か
ら
見
え
て
く
る
人
脈
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
上
方
舞
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
範
囲
の
広
さ
ゆ
え
に
、亀
寿
の
唄
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
一
人
の
演
奏
家

の
そ
れ
と
し
て
は
極
め
て
豊
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
芝
居
唄
の
み
な
ら
ず
、
所
作
事
、
舞

地
用
の
曲
ま
で
質
量
と
も
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
も
、
長
唄
、

地
歌
、
上
方
端
歌
、
竹
本
（
義
太
夫
節
）、
常
磐
津
節
、
清
元
節
、
端
唄
、
流
行
り
唄
等

を
含
む
。
一
唄
方
の
旧
蔵
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
具
体
的

に
見
え
て
こ
な
か
っ
た
リ
ア
ル
な
近
代
上
方
の
囃
子
方
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

（
二
）
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け

さ
て
、本
史
料
群
は
近
代
上
方
の
囃
子
方
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

史
料
的
位
置
づ
け
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
近
代
上
方
の
囃
子
方
旧
蔵
史
料
に
は
、ほ
か
に
も

初
代
中
井
猪
三
郎
（
〜
一
八
八
五
）
旧
蔵
附
帳
（
個
人
蔵
）（25）、
小
川
弥
三
郎
（
一
八
七
八

〜
一
九
四
四
）
旧
蔵
附
帳
（
国
立
劇
場
蔵
）（26）、
杵
屋
富
造
（
一
九
〇
二
〜
七
七
）
旧
蔵
附

帳
（
国
立
劇
場
蔵
）、
中
村
美
秋
（
一
八
九
〇
〜
一
九
九
一
）
旧
蔵
史
料
（
日
本
俳
優
協

会
蔵
）、杵
屋
胡
金
吾
（
一
九
二
一
〜
二
〇
〇
九
）
旧
蔵
史
料
（
一
部
架
蔵
）
等
が
あ
る
。

中
井
猪
三
郎
と
杵
屋
富
造
は
三
味
線
方
（
附
師
）、
小
川
弥
三
郎
は
鳴
物
、
中
村
美
秋
と

杵
屋
胡
金
吾
は
唄
方
で
あ
る
。
活
動
時
期
を
世
代
順
に
並
べ
る
と
、お
お
よ
そ
明
治
前
期

の
猪
三
郎
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
期
の
弥
三
郎
、
昭
和
期
の
富
造
・
美
秋
、
戦
後
の
胡
金

吾
と
な
る
。
亀
寿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、時
期
的
に
は
弥
三
郎
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
く
る
。
他

方
、
唄
方
の
系
譜
を
考
え
た
場
合
、
美
秋
や
胡
金
吾
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
先
行
す
る
。
す

な
わ
ち
、
今
後
は
こ
う
し
た
上
方
囃
子
方
旧
蔵
史
料
と
の
比
較
検
討
が
、
本
史
料
の
特
徴

お
よ
び
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、本
史
料
は
唄
方
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
曲
の
調
弦
、
三
味
線
の
手
付
、
鳴
物
等
は
極
め
て
断
片
的
な
記

述
し
か
な
い
が
、猪
三
郎
や
富
造
の
旧
蔵
史
料
と
考
証
す
る
こ
と
で
よ
り
音
楽
面
の
理
解

が
深
ま
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、基
本
的
に
他
者
が
見
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
本
史
料

に
は
、
今
の
と
こ
ろ
難
読
箇
所
も
多
く
、
仮
に
読
め
て
も
内
容
が
不
明
と
い
う
箇
所
も
少

な
く
な
い（27）
。
こ
う
し
た
限
界
を
乗
り
越
え
る
に
は
、や
は
り
他
史
料
と
の
照
合
が
不
可
欠

で
、
そ
う
し
て
初
め
て
解
決
で
き
る
こ
と
や
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
修

正
の
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
本
史
料
の
紹
介
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、よ

り
深
く
内
容
を
理
解
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
、近
代
上
方
囃
子
方
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
把
握
が

喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、長
唄
唄
方
阪
東
亀
寿
旧
蔵
史
料
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
き
た
。
第
二
章
に
お
い
て

本
稿
の
ま
と
め
は
終
え
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、本
史
料
を
十
分
に
活
用
し
た
研

究
の
先
に
、近
代
上
方
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
も
立
ち
現
れ
て
来
る
に
違
い
な
い
。
今
後
も

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、本
史
料
群
の
公
開
に
向
け
て
も
方
策
を
考
え
て
ゆ

き
た
い
。

（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
一
七
年
二
月
に
東
洋
音
楽
学
会
東
日
本
支
部
第
九
十
四
回
定
例
研

究
会
で
行
っ
た
発
表
に
基
づ
き
、内
容
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
調
査
執
筆
に

際
し
て
は
、Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
４
Ｊ
０
２
９
４
１
お
よ
び
２
０
Ｋ
２
０
６
７
７
の
助
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成
を
受
け
た
。

注1 
こ
の
興
行
に
は
ほ
か
に
阪
東
卯
之
助
、
玉
村
富
五
郎
な
ど
の
唄
方
が
見
え
る
（
国
立
劇
場
近
代
歌
舞

伎
年
表
編
集
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
第
六
巻
、八
木
書
店
、一
九
九
一
年
、六
二
五
頁
）。

阪
東
姓
の
囃
子
方
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
の
上
方
歌
舞
伎
で
は
よ
く
見
か
け
る
長
唄
姓
で
、
幕
末
か

ら
明
治
期
の
阪
東
小
三
郎
（
唄
）、
阪
東
定
次
郎
（
三
味
線
）、
初
代
阪
東
徳
三
郎
（
三
味
線
）、
大
正

期
以
降
の
二
代
目
阪
東
徳
三
郎
（
唄
）
な
ど
が
活
躍
し
た
。

2 

「
坂
東
小
三
郎
」
の
事
典
項
目
（
秋
葉
芳
美
執
筆
）
参
照
（『
日
本
人
名
大
事
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
）』

第
五
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
（
覆
刻
版
）、
二
一
〇
頁
）。

3 

例
外
が
【
表
1
―
53
】
の
「
日
本
俗
謡
集
」
で
、
表
紙
見
返
し
、
序
（
一
オ
）、「
元
禄
猛
者
順
礼
」

（
二
ウ
〜
八
オ
）
は
阪
東
源
次
郎
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

「
同
計
略
花
吉
野
山
」
は
、寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
十
六
日
よ
り
大
坂
中
の
芝
居
で
初
代
鈴
木

萬
里
（
〜
一
八
一
六
）
が
唄
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
渥
美
清
太
郎
編
『
邦
楽
舞
踊
辞
典
』（
冨
山

房
、
一
九
五
六
年
）
の
「
女
夫
狐
」
に
「
ま
た
大
阪
で
も
、
よ
く
義
太
夫
と
長
唄
の
掛
合
で
こ
の
踊

を
や
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
以
来
の
上
方
の
伝
承
が
窺
わ
れ
る
。

5 

『
歌
舞
音
曲
』
第
拾
號
、
歌
舞
音
曲
会
、
一
九
〇
八
年
一
月
、
七
〇
頁
。

6 

「
爛
熟
・
廃
頽
期
（
寛
政
‐
慶
應
）
概
説
」（
守
隨
憲
治
、
秋
葉
芳
美
共
編
『
歌
舞
伎
図
説
』
解
説
篇
、

一
九
三
一
年
、
一
三
二
頁
）。

7 

例
外
が
【
表
1
―
18
】「
新
曲
墨
塗
女
」（
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
初
演
）
で
、
唄
本
表
紙
に
亀

寿
の
署
名
が
な
く
、通
例
の
書
式
と
異
な
っ
て
い
る
。「
亥
の
二
月
狂
言
」
を
手
が
か
り
に
考
証
す
る

と
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
二
月
京
都
明
治
座
で
片
岡
我
童
ら
に
よ
る
上
演
が
該
当
す
る
の

だ
が
、
こ
の
時
、
三
代
目
常
磐
津
松
尾
太
夫
は
咽
喉
を
痛
め
て
一
時
休
演
し
て
い
た
ら
し
い
（『
近
代

歌
舞
伎
年
表
』
京
都
篇
第
五
巻
、
四
四
八
〜
四
四
九
頁
）。

8 

例
え
ば
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
十
五
日
〜
五
月
五
日
芦
辺
倶
楽
部
で
九
女
八
の
弁
慶
、
琴

女
の
富
樫
、
九
女
八
養
女
の
市
川
菊
子
の
義
経
に
よ
る
「
勧
進
帳
」
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
長
唄
は

東
京
か
ら
三
代
目
松
永
和
楓
を
呼
ん
で
い
る
（『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
第
五
巻
、五
三
一
頁
）。

9 

【
表
1
―
22
】「
み
ち
と
せ
道
行　

忍
逢
春
雪
解
」
も
第
二
芦
辺
倶
楽
部
で
上
演
さ
れ
た
唄
本
で
あ
る
。

あ
る
い
は
女
芝
居
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

10 

秋
葉
芳
美
「
続
、
山
村
流
雑
話
」（
流
祖
を
中
心
と
し
た
山
村
流
略
系
譜
）（『
上
方
』
第
一
三
七
号
、

上
方
郷
土
研
究
会
、
一
九
四
二
年
五
月
、
三
一
頁
）
参
照
。

11 

杵
屋
栄
左
衛
門
『
歌
舞
伎
音
楽
集
成
』
上
方
編
、「
歌
舞
伎
音
楽
集
成
」
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
。

12 

『
義
臣
伝
読
切
講
釈
』（
渥
美
清
太
郎
編
『
日
本
戯
曲
全
集
』
第
十
五
巻
、
春
陽
堂
、
一
九
二
八
年
、

五
〇
八
〜
五
二
五
頁
）。

13 

杵
屋
栄
左
衛
門
『
歌
舞
伎
音
楽
集
成
』
江
戸
編
、「
歌
舞
伎
音
楽
集
成
」
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
。

14 

『
江
戸
編
』、
一
九
五
〜
一
九
六
頁
。

15 

こ
こ
で
は
替
歌
も
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
と
数
え
て
お
り
、
ま
た
重
複
も
散
見
さ
れ
る
。
厳
密
な
曲
数
の
検

証
は
他
日
を
期
し
た
い
。

16 

郡
司
正
勝
稿
・
浅
原
恒
男
編
著
『
芝
居
唄
―
歌
舞
伎
黒
御

音
楽
歌
詞
集
成
―
』、
文
化
資
源
社
、

二
〇
二
四
年
。

17 

例
え
ば
「
み
の
部
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
唄
が
収
載
さ
れ
る
。「
御
代
は
文
明
一
陽
に　

開
化
が
お
す

き
で
じ
や
ん
ぎ
り
し
や
つ
ぽ
ん　

き
ぐ
ん
か
ゑ
い
ご
の
教
師
さ
ん　

お
い
〳
〵
ひ
ら
け
る
御
代
の
松　

丸
ケ
お
さ
ま
る
日
本
人　

な
ん
と
し
よ
か
君
と
僕　

お
ひ
げ
を
な
ぜ
〳
〵
そ
く
は
つ
ひ
や
〳
　〵

い

つ
け
ん
し
よ
」。

18 

景
山
正
隆
『
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
―
国
文
学
の
視
点
―
』、新
典
社
、一
九
九
二
年
、二
三
〇
〜
二
三
四

頁
（「
中
井
猪
三
郎
の
キ
ッ
カ
ケ
帳
」）。

19 

「
而
し
て
最
近
に
於
い
て
は
鴈
治
郎
一
座
だ
け
で
あ
る
。東
京
の
囃
子
に
比
べ
て
比
較
に
な
ら
ぬ
程
質

の
低
い
人
を
わ
ざ
〳
〵
八
人
余
り
も
引
率
し
て
東
京
の
真
中
に
乗
込
み
「
大
阪
の
芝
居
は
大
阪
の
人

で
な
き
ア
ど
う
も
な
ら
へ
ん
」
と
納
ま
つ
て
居
る
の
は
寧
ろ
鴈
治
郎
其
の
人
の
気
質
が
現
は
れ
て
居

て
面
白
い
所
で
あ
る
。」「
し
か
し
京
大
阪
の
囃
子
が
江
戸
の
囃
子
の
出
来
な
い
地
唄
流
行
歌
の
類
を

巧
み
に
塩
梅
し
て
応
用
し
つ
ゝ
あ
る
の
な
ら
三
味
線
や
歌
は
如
何
に
巧
く
と
も
江
戸
の
囃
子
は
指
を

啣
へ
て
引
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。」（
町
田
博
三
「
中
村
鴈
治
郎
と
大
阪
囃
子
」（『
演
芸
画
報
』、演
芸
画

報
社
、
一
九
一
九
年
四
月
、
八
一
頁
）。

20 

『
上
方
編
』、
五
二
頁
。

21 

配
川
美
加
「「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
子
別
れ
の
場
の
独
吟
曲
」（『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
Ｖ 

早
稲

田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム〈
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
〉』第
五
巻
、二
〇
〇
五

年
一
月
）。

22 

巽
糸
子
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
山
本
喜
市
郎
『
女
優
総
ま
く
り
』、
光
洋
社
書
店
、
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）。
巽
慶
子
『
女
お
仕
打
ち
一
代
記
―
神
戸
の
お
家
は
ん 

巽
テ
ル
―
』、沖
積
舎
、

二
〇
〇
七
年
。

23 

『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
第
四
巻
、
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

24 

『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
京
都
篇
第
五
巻
、
一
〇
一
〜
一
〇
三
頁
。

25 

注
18
参
照
。

26 

本
史
料
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
参
照
。「
国
立
劇
場
蔵
小
川
弥
三
郎
旧
蔵
史
料
に
つ
い
て
―
近
代
人

形
浄
瑠
璃
囃
子
方
の
附
帳
―
」（『
研
究
紀
要
』
第
五
十
七
集
、二
〇
二
三
年
三
月
、三
一
五
〜
三
二
四

（
一
〜
十
二
）
頁
）。「
国
立
劇
場
蔵
小
川
弥
三
郎
旧
蔵
史
料
翻
刻
（
抄
）」（『
研
究
紀
要
』
第
五
十
八

集
、
二
〇
二
四
年
三
月
、
三
七
四
〜
三
八
四
（
一
〜
十
一
）
頁
）。

27 

一
例
を
挙
げ
る
と
、歌
い
分
け
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
ゾ
」「
ト
」「
タ
」「
マ
」
な
ど
の
唄
本
の
書

き
込
み
が
、
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
等
も
不
明
で
あ
る
。



前島美保　長唄唄方阪東亀寿旧蔵史料について

（
四
十
三
）
58

【表 1】阪東亀寿旧蔵史料リスト（全体）
仮
番
号

表　紙 奥付、
裏表紙

形態（※…紙
縒り紐の輪
あり）

寸法
（タテ×
ヨコ、
cm）

丁数 本文への主な
書き込み

上演
年月日
座（唄
本）

『近代歌舞伎年表』（上演年月日、
座、主な役者）

典拠
（『近代
歌舞伎
年表』）

備考

1
明治三拾六年三月吉日
妹背山道行
寿　阪東亀寿

千秋万歳
楽

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.5 ×
16.8 7

「歌」「小」「キ」
「二人」「皆」
「△」「○」、「立
入」、口三味線

明治
36/03

明治 36/03/08 ～
（大阪）角座
（切狂言）　妹背山婦女庭訓　
つゞき三満来
中の巻　三輪の里道行の場
市川右之助　中村政次郎　市川
米十郎

大阪篇
第 4巻

【表 2】「所
作日カ恵」
に「妹背道
行」

2

大切　吉野山所作事　
市川右團治　市川右之助　市川市
蔵
明治三十六年四月廿八日初日　道
頓堀浪花座ニ於テ
寿　阪東亀寿
長唄　阪東小三郎　仝　阪東亀寿　
仝　阪東仁三郎　三味線　長谷川
徳治郎　仝　阪東駒三郎　仝　熊
村米三郎　鳴もの　笛　小川源治　
阪東直治郎　小川新二郎

千秋万歳
楽大入叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.6 ×
17.0 7

「 小 」「 キ 」
「上」、赤鉛筆
書き、口三味
線

明治
36/04
道頓堀
浪花座

明治 36/04/29 ～ 05/28
（大阪）浪花座
（切狂言）　同計略花吉野山　吉
野山正行閑居の場
市川右団治　市川右之助　市川
市蔵

大阪篇
第 4巻

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「吉
野山」

3

当ル明治三十七年十二月顔見世狂
言　京都南座
中むら鴈治郎一座
積恋雪関の扉
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

25.0 ×
17.0 12

「 キ 」「 皆 」
「上」、「カン」、
口三味線、ツ
ボ、「ヲトシ」、
「どろへ」

明治
37/12
京都南
座

明治 37/12/02 ～ 16
（京都）南座
（切狂言）　積恋雪関扉所作事
嵐吉三郎　中村鴈次郎　中村玉
七　
竹本連中　長唄はやし連中

京都篇
第 4巻

4

当ル明治三十八年二月一日初日　
神戸大黒座
隅田川続俤所作事
市川右團治
寿　長唄　阪東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴

24.0 ×
16.2

10
（＋ 1）「上」

明治
38/02/01
神戸大黒
座

― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「隅
田川」（市川
右 團 次 所
作）

5

当ル明治三十八年二月　神戸大黒
座
吉野山所作事
寿　長唄　阪東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.2 ×
16.8 7

「上」「ナシ」
「ツレ」、「琴
歌」、「がく」、
「からす」、「す
り金」、「キチ
ヨ」、口三味線

明治
38/02
神戸大
黒座

― ―

6
当ル明治三十八年三月　大黒座
梅暦ふんごぶし所作事
寿　長唄　阪東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.2 ×
16.7 7 「 此 よ り な

し」、口三味線

明治
38/03
大黒座

― ―

7
当ル明治三十八年三月　大黒座
操り三番叟引抜三人奴さいの踊り
寿　長唄　阪東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴

24.2 ×
16.5 10 「皆」、口三味

線

明治
38/03
大黒座

― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」「操三番
叟」「三人
奴」（市川右
團次所作）

8

当ル明治三十八年五月　西京歌舞
伎座
忠臣蔵七段返し所作事
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴

23.8 ×
16.4 9

「上」、「シラ
ベ 」、「 時 太
鼓」、「早舞」、
「風音」、「クル
イ　大小」、口
三味線

明治
38/05
西京歌
舞伎座

明治 38/05/15 ～ 28
（京都）歌舞伎座
（切狂言）　所作事忠臣蔵誉凱歌
七段返し
中村鴈次郎　中村政次郎　嵐吉
三郎　中村福助

京都篇
第 4巻

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「忠
臣蔵七段返
し」（中村鴈
治郎一座）

9

当ル明治三十八年六月一日　西京
歌舞伎座
中むら鴈治郎一座　大津画所作事
寿　長唄　阪東亀寿

― 半紙本、四穴
紙縒り綴、※

23.9 ×
16.4 11 「ツヽミ哥」、

口三味線

明治
38/06/01
西京歌舞
伎座

明治 38/06/01 ～ 13
（京都）歌舞伎座
大喜利　大津画所作事
中村鴈治郎　嵐吉三郎　中村福
助

京都篇
第 4巻

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「大
津画」（中村
鴈 治 郎 所
作）

10
当ル明治三十八年七月
所作事元禄盆踊り
寿　長唄　阪東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

25.0 ×
17.2 13

「詞あり」「カ
ン」「△」、口
三味線

明治
38/07

明治 38/07/01 ～ 18
（京都）明治座
（大切）所作事盆踊都風流　高安
月郊氏作
市川右團治　嵐巌笑

京都篇
第4巻、
辻番付
（演博）

11

当ル明治三十八年十二月顔見世　
京都歌舞伎座
門けいせい所作事
市川右團治　中村鴈治郎　中村福
助一座
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.1 ×
16.5 10

「小」「キ」、「ス
リ上」、口三味
線、見消

明治
38/12
京都歌
舞伎座

明治 38/11/30 ～ 12/15
（京都）歌舞伎座
大切所作事三幅対土佐絵遊
市川右團治　中村政治郎　市川
右之助　嵐巌笑
竹本連中　長唄連中

京都篇
第4巻、
辻番付
（演博）

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「門
けいせい」
（市川右團
次所作）

12

明治四拾年六月
磯の松羽衣所作事
嵐三五郎一流
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

23.7 ×
16.4 6

「ウタイ」「浄」
「鳴物つなぐ」
「ガク」「どろ
へ」「カツ
コ」、口三味線

明治
40/06 ― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「羽
衣」（嵐三五
郎所作）
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13

当ル明治四拾一年一月　京都歌舞
伎座
油とりうつほ猿
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.1 ×
17.1 12

「キ」「ゾ」「ト」
「マ」、「此間小
猿ヲたく迄引
ハル」、口三味
線

明治
41/01
京都歌
舞伎座

明治 41/01/01 ～ 22
（京都）歌舞伎座
切　当歳申一諷　所作事
実川延二郎　嵐厳笑　嵐吉三郎　
林幹尾

京都篇
第 5巻

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「油
とりうつぼ
猿」（嵐巌笑　
〃 吉 三 郎　　
林 幹 尾 所
作）

14

当ル明治四拾壱年二月　京都歌舞
伎座
北條九代高時天狗舞所作事
河内家
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.0 ×
16.2 7 口三味線

明治
41/02
京都歌
舞伎座

明治 41/01/31 ～ 2/22
（京都）歌舞伎座
史劇妖霊星　高時天狗舞之場
実川延二郎　嵐徳三郎

京都篇
第 5巻

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「高
時天狗舞」
（実川延二
郎所作）

15

当ル明治四拾壱年十二月顔見世　
京都南座
からくりまとふ所作事
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.5 ×
17.0 12

「 上 」「 △ 」
「皆」、口三味
線

明治
41/12
京都南
座

明治 41/12/01 ～ 16
（京都）南座
（切狂言）滑稽所作事　当り的
中村梅玉　中村福助　市川右之
助　市川箱登羅　嵐巌笑　中村
鴈治郎　市川右團治

京都篇
第 5巻

16

当ル明治四十二年一月　京都夷谷
座
縁むすび所作事
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.0 ×
16.3 10

「 キ 」「 ト 」
「△」、「ツヽミ
哥 」、「 ウ タ
イ」、口三味
線、見消

明治
42/01
京都夷
谷座

明治 42/01/01 ～ 22
（京都）夷谷座
所作事　初春出雲賑
中村福之助　浅尾関十郎

京都篇
第 5巻

17

当ル明治四拾弐年十二月　京都夷
谷座
忠臣蔵八段目道行所作事　廓文章
吉田屋之場
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

25.0 ×
17.2 9

「キ」「上」「ど
く」、「カン」
「チラシ」、口
三味線

明治
42/12
京都夷
谷座

明治 42/11/28 ～ 12/20
（京都）夷谷座
第一番目　仮名手本忠臣蔵
四十七訓
大喜利　廓文章　吉田屋の場
中村福之助　嵐和三郎　片岡愛
之助

京都篇
第 5巻

18
当ル亥の二月狂言
新曲墨塗女
中満来　常磐津

千秋万歳
大々叶
於明治座

半紙本、二穴
紙縒り綴

25.0 ×
17.4 10

「 カ ン」「上
下」、「太郎」
「花の」、口三
味線

―

明治 44/02/1 ～ 22
（京都）明治座
中幕　新曲墨塗　
片岡我童　嵐徳三郎　実川延三
郎
常磐津松尾太夫　常磐津千歳太
夫　常磐津相生太夫　三味線　
岸沢仲助　上調子　岸沢寿左久

京都篇
第 6巻

東京風。他
筆カ。本人
の 署 名 な
し。
松尾太夫、
咽喉を痛め
て 一 時 休
演。

19

当ル明治四十四年四月　歌舞伎座
忠臣蔵
嵐橘三郎　嵐厳笑　尾上多見之助
一座
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.9 ×
17.3 6 「哥」「ウタイ」

明治
44/04
歌舞伎
座

明治 44/04/02 ～ 25
（京都）歌舞伎座
（前狂言）　仮名手本忠臣蔵　大
序より九段目迄
嵐橘三郎　嵐巌笑　尾上多見之
助

京都篇
第 5巻

黒御 の下
座唄

20
当ル大正二年一月　浪花座
大黒天引抜宝恵駕所作事
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴

24.1 ×
16.6 6 口三味線、見

消

大正
02/01
浪花座

大正 02/01/01 ～ 23
（大阪）浪花座
（大喜利）　福の神所作事　一幕
市川斎入　嵐厳笑　中村福助
（長唄）　阪東辰之助　浜村藤次
郎　（三味線）　長谷川徳翁　中
村小浅　阪東駒三郎　（笛）　阪
東福三郎　小川芳松　（太鼓）　
小川政次郎　（小鼓）　阪東岩次
郎　（大鼓）　阪東久次郎

大阪篇
第 5巻

21

当ル大正二年六月下旬　九条第弐
芦辺倶楽部
鶴亀引抜紀尾井獅々
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.1 ×
16.5 12 「タ」「キ」「ト」

「×」

大正
02/06 下
旬
九条第
弐芦辺
倶楽部

大正 02/06/21 ～
（大阪）第弐芦辺倶楽部
（邦舞）鶴亀引抜勢獅々
岩井琴女一座

大阪篇
第 5巻

22

当ル大正弐年八月中旬　九条第弐
芦辺倶楽部
みちとせ道行　忍逢春雪解
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

23.9 ×
16.3 6 口三味線、ツ

ボ

大正
02/08 中
旬
九条第
弐芦辺
倶楽部

― ―

23
当ル大正九年五月下旬　歌舞伎座
大蔵猿舞
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.2 ×
16.7 6 「キ」「ト」、口

三味線、見消

大正
09/05 下
旬
歌舞伎
座

大正 09/05/20 ～
（大阪）九条歌舞伎座
（一番目）鬼一法眼三略巻　菊畑
より大蔵卿物語まで
片岡長太夫　尾上多見丸

大阪篇
第 6巻

24
大正九年十二月下旬　八千代座
夕ぎり所作
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴、※

24.5 ×
16.7 6 口三味線

大正
09/12 下
旬
八千代
座

大正 09/12/20 ～
（大阪）松島八千代座
（切狂言）　雪月花　下の巻　廓
文章　吉田屋の場
片岡門童　実川延丈　市川右田
作　中村香太郎

大阪篇
第 6巻
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25
当ル明治□年七月
戻り橋所作事
寿　長唄　坂東亀寿

千秋万歳
大々叶

半紙本、四穴
紙縒り綴

24.8 ×
17.2 9

「大薩摩」「ウ」
「 キ 」「 ヨ 」
「△」、「上」、
「カン」、「ツヽ
ミ哥」、口三味
線

― ― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「戻
り橋」（巽糸
子所作）

26 お染久松　七変化所作事
阪東亀寿 ― 半紙本 24.0 ×

16.5 13 「立入」「上る
り」 ― ― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「お
染 久 松 七
役」あり

27 喜せん
千秋万歳
楽大々大
入叶

半紙本、二穴
紙縒り綴

24.2 ×
16.7 13

「つゞみ哥」
「カン」「キ」
「ト」「フ」、朱

― ― ―

28 文学上人瀧の場　不動大薩摩
坂東亀寿 ― 半紙本 23.7 ×

16.2 3 朱 ― ― ―

29 もみじがり ― 半紙本 25.0 ×
17.3 6 「ウタイ」 ― ― ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」にも「紅
葉狩」あり

30 越後じゝ　阪亀 ― 半紙本 24.1 ×
16.4 5 ―

31 老まつ ― 半紙本 24.2 ×
16.6 6 ―

32 お光狂乱　神おろし ― 半紙本 24.4 ×
16.7 7 ―

33 鰹売 ― 半紙本 24.8 ×
17.0 4 ―

34 かづき面 ― 半紙本 25.0 ×
16.8 4 ―

35 勧進帳　阪東亀寿 ― 半紙本 24.0 ×
16.6 12 （三味線の手）

「合方」 ―

36 子持山姥　阪東亀寿 ― 半紙本 24.5 ×
16.8

5
（＋ 2） ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」にも「子
持山姥」あ
り

37 猩々 坂東亀寿 半紙本 24.0 ×
16.4 3 ―

38 末広がり ― 半紙本 23.9 ×
16.4 5 ―

39 千本道行　坂東亀寿 ― 半紙本 24.2 ×
16.5 12 「五十弐」～

「六十一」 ―

40 玉うさぎ ― 半紙本 24.9 ×
17.0 6 「△」、朱 ―

41 積恋雪関扉　上下 阪東亀寿 半紙本 24.8 ×
17.6 23 「上」「哥」 ―

42 供やつこ　坂亀 ― 半紙本 24.8 ×
17.0 5 ―

【仮番号57】
「所作日カ
恵」に「友
奴」あり

43 手縫物語りの段 ― 半紙本 23.1 ×
16.6 9 ―

44 福山 ― 半紙本 24.9 ×
16.9 6 ―

45 ましら猿　阪亀 ― 半紙本 24.2 ×
16.7 6 ―

46 娘道成寺　阪亀 ― 半紙本 24.1 ×
16.4 9 ―

47 桃太郎 ― 半紙本 24.3 ×
16.5 4 ―

48 山姥　阪東亀寿 ― 半紙本 24.1 ×
16.4 5 ―

49
勇神楽　一丁　清元権八　五丁　
雨乞小町　九丁　町娘　十五丁　
娘小町　十二丁　仕丁　十七丁

阪東亀寿 半紙本 25.0 ×
17.2 19 「入事」 ―

50 五斗　八重桐　仕丁 坂東亀寿 半紙本 24.3 ×
16.4 22 「△」「詞」 ―

51 乗合万歳　花かむろ　阪東亀寿 ― 半紙本 25.2 ×
16.7 12 ―

52 吉原雀　馬方三吉　宇治川　名取
草　阪東亀寿 ― 半紙本 24.6 ×

17.1 19 「△」「ツヾミ
哥」、朱 ―
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53

日本俗謡集（明治参拾有三年庚子
第三月吉祥）
（元禄猛者順礼　常盤御前　石動
丸　将門　戻駕）

本主　阪
東亀寿

厚紙表紙、半
紙本、四穴糸
綴

24.1 ×
16.3 38

「壹」～「七」、
「二十」～「廿
一」、「四十七」
～「五十一」、
「廿二」～「廿
九」、「三十弐」
～「四十三」

明治
33/03

「明治参拾
有三年庚子
第 三 月 吉
祥」（表紙見
返し、他筆）
「から哥や　
やまと言の
葉こきませ
て　三すし
の緒よりし
らへてしか
な　阪東源
次郎輝正」
（一丁オ、他
筆）。
目次有。

54
明治三拾一年十一月吉日
うつぼ猿　亀寿
北新地　山村つね様

― 半紙本 25.1 ×
17.1

7
（＋ 1）「△」「○」

明治
31/11
北新地

55 中村流　一人り忠信　坂東亀寿 ― 半紙本 24.4 ×
16.3 15 「八」～「十五」 ―

56 雑用哥集日カ恵　劇場用 坂東亀寿
厚紙表紙、原
稿用紙（二
折）に罫線有

11.0 ×
17.3

200
（白丁
29）

目次有。詳
細【表 2】

57 所作日賀恵 坂東亀寿 厚紙表紙、帳
面に罫線有

9.0 ×
17.9

154
（白丁
1）

目次有。詳
細【表 3】参
照

58 地哥端哥日カ恵 坂東亀寿 厚紙表紙、帳
面に罫線有

9.0 ×
18.0

118
（白丁
13）

目次有。詳
細【表 4】

59 糸のしらべ 阪東亀寿 厚紙表紙 12.0 ×
16.5 98 目次有。詳

細【表 5】

60 吾妻しらべ 阪東亀寿 厚紙表紙 8.8 ×
17.5

180
（白丁
1）

目次有。詳
細【表 6】

61 舞地調 阪東亀寿 厚紙表紙 11.7 ×
16.8

100
（白丁
2、紙
片 2）

目次有。詳
細【表 7】
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〔
か
ん
哥
（
甲
唄
）　

タ
々
哥
（
只
唄
）〕

一　

松
は
千
年
に　

〇424
一　

千
代
は
た
の
し
や

一　

花
の
ら
ん
じ
や
に　

〇424

一　

立
る
錦
木

一　

滝
は
し
ぜ
ん
と　

＊
〇424

一　

谷
の
鶯

一　

し
が
の
さ
ゝ
浪

一　

磯
の
松
風

一　

風
に
ま
か
せ
て

一　

須
磨
せ
き
も
り

一　

渡
り
く
ら
べ
て

一　

月
は
清
水
に

一　

裏
（
よ
い
）
の
妻
戸
に

一　

し
づ
が
ふ
せ
や
に

一　

つ
ゆ
の
玉
の
尾

一　

雪
の
戸
山
の

一　

あ
し
と
よ
し
と
は

一　

み
ち
は
い
へ
つ
じ

一　

袖
の
し
が
ら
み

一　

露
の
玉
の
尾

一　

あ
ま
の
た
く
な
る

一　

思
ふ
心
は

一　

ふ
じ
は
紫　

〇424

〔
く
り
上
〕

一　

ほ
ど
は
雲
井
に　

＊
〇637

一　

ぎ
り
と
こ
い
と
に

一　

雪
の
妻
戸
に

一　

一
人
り
明
石
の

一　

宇
治
の
橋
寺

一　

さ
し
も
し
ら
じ
な

琴
哥一　

常
磐
な
る　

松
の
緑
も

一　

春
風
に　

花
おマ
マ

い
と
い
し

一　

琴
の
音
に　

＊
〇298

一　

玉
だ
れ
の
内　

〇437

一　

桜
ち
る　

＊
〇325

一　

青
柳
の

一　

梅
か
枝
に

一　

久
市
の

一　

立
田
川

在
郷一　

所
在
〳
〵
は

一　

わ
し
が
思
ふ
よ
に

一　

瀬
戸
の
な　

＊
〇398

一　

小
倉
し
き
島　

＊
〇160

一　

と
な
り
柿
の
木
に
、
十
七
八
が　

＊
〇483

一　

秋
の
間
垣
に　

＊
〇
13

一　

あ
いマ
マ

は
瀬
に
す
む　

＊
江
〇
52

一　

麦
つ
ん
で
小
麦
つ
ん
で　

＊
〇676

一　

坂
こ
へ
て

一　

茶
が
ら
木
の
枝
に　

＊
〇445

一　

か
ま
た
木
の
枝
に

一　

山
で
小
柴
おマ
マ　

＊
〇719

一　

山
で
切
ル
木
は

一　

こ
ぼ
れ
松
葉　

＊
〇300

一　

つ
る
〳
〵
と　

＊
〇470

一　

今
年
し
や
世
が
よ
て　

＊
〇295

一　

あ
れ
おマ
マ

見
や

一　

千
草
色
　々

＊
〇441

一　

宇
治
は
茶
所
、
茶
は
ゑ
ん
ど
こ
ろ

一　

し
ほ
ら
し
や　

＊
〇353

一　

ゆ
か
し
き
や

一　

か
わ
ゆ
ら
し

一　

竹
に
す
おマ
マ

く
むマ
マ　

＊
江
〇426

一　

野
梅
山
梅
咲
染
し

一　

す
い
つ
け
田
葉

一　

年
な
じ
さ
ま
は　

＊
〇479

一　

し
よ
が
袖
の

一　

わ
し
が
主
さ
ん

一　

春
の
鶯
ナ
ア

一　

雨
に
う
た
れ
て
ナ
ア

一　

大
和
ナ
ア 

＊
〇720

一　

水
の
山
々

一　

水
に
一
ト
筆
か
き
つ
ば
た

一　

さ
め
が
い
の　

＊
〇347

一　

か
へ
哥　

柏
原
か
へ
し
の

一　

〃　
　
　

□
り
舟
水
に

一　

〃　
　
　

伏
見
里　

＊
〇617

一　

〃　
　
　

春
風
に

早
ざ
い
ご

一　

里
は
か
や
ぶ
き　

＊
〇339

一　

い
で
の
山
吹　

＊
〇339

七
段
よ
め
お
や
の
在
郷

一　

春
は
ひ
と
し
お

一　

春
は
か
ら
さ
き

一　

佐
渡
と
越
後
は　

＊
〇336

一　

七
里
遊
ふ
て

一　

田
葉
鴉

一　

須
磨
の
浦
ま
で　

＊
〇389

一　

宇
治
は
茶
処

吃
又
ざ
い
ご

一　

う
き
よ
わ
た
り
の

在
郷

一　

今
年
し
や
世
が
よ
て　

＊
〇295

一　

御
崎
お
ど
り
は　

＊
〇661

一　

八
幡
山
崎　

＊
〇730

茶
屋
場
哥

一　

わ
し
は
此
町
の

一　

ぼ
た
ん
し
や
く
や
く

一　

か
し
に
き
た
と
て

一　

阿
波
の
鳴
戸
か
ら

一　

花
に
遊
ば
　ゝ

＊
〇653

一　

三
筋
町
の

一　

土
手
の
丁
ち
ん　

＊
江
〇481

一　

し
や
ん
し
よ
め
が

一　

よ
い
の
白
さ
ぎ　

＊
〇747

一　

二
ツ
桜
に

【
表
2
】「
雑
用
哥
集
日
カ
恵
」
内
題
お
よ
び
唄
い
出
し
一
覧
（
七
二
七
曲
）〔
目
次
省
略
〕
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ち
ら
し

一　

元
よ
り
薬
の
酒
な
れ
ば　

〇697
一　

今
迄
こ
ゝ
に

一　

後
日
に
一
ト
た
び

一　

鶴
の
羽
重

一　

春
海
は
と
ふ

一　

君
が
代
の
〳
　〵

一　

山
河
草
木　

〇349

神
楽
大
拍
子

一　

十
二
銅
か
ら

一　

四
社
に
あ
りマ
マ

升　

＊
江
〇358

一　

神
楽
ば
や
し
や
住
吉
の　

＊
〇202

一　

ぎ
お
ん
ば
や
し
や
二
け
ん
茶
や

一　

神
楽
ば
や
し
や
生
玉
の　

＊
〇201

一　

隅
田
川

一　

向
ふ
島
に
は

一　

今
年
し
や
世
が
よ
ふ
て　

＊
〇296

一　

十
ヲ
の
年
か
ら

一　

五
町
に
は

一　

待
乳
山
か
ら

一　

柳
橋
に
は

一　

花
に
遊
ぶ
や

一　

島
田
金
谷
は

一　

行
も
か
ゑ
る
も

一　

蛙
な
く
さ
へ

一　

い
な
り
祭
り
の　

＊
江
〇
88

い
の
部

一　

一
陽
に
き
つ
れ
て

一　

池
水　

＊
〇
63

か
へ
哥

一　

な
び
か
ん
せ

一　

い
つ
し
か
の

一　

一
陽
に
春
や
き
に
け
り 

＊
〇
78

一　

い
つ
も
あ
お
く

一　

い
ざ
ゝ
ら
ば　

＊
〇
64

一　

色
ど
る
木
々
の

一　

色
の
岡
崎
き
や
（
か
へ
哥
は
い
の
部
の
前
に
あ
り
）
＊
〇
93

一　

色
が
黒
と
て

一　

色
が
白
イ
と
て

一　

い
た
こ
出
島　

＊
〇
72

一　

い
な
り
ま
い
り
の

一　

壱
分
小
判
に

一　

今
の
芸
に
は

一　

い
や
と
と
び
の
く
の
ふ
ヲ　

＊
〇
89

雪
月
花
か
へ
哥

一　

い
ざ
ゝ
ら
ば
雪
見
に
ゆ
か
ん
せ

一　

い
ざ
ゝ
ら
ば
雪
見
に
つ
れ
る

一　

い
お
ゝ
な
る

一　

い
き
か
か
い
く
わ
か

一
陽
か
へ
哥

一　

紅
葉
ば
の
い
ろ
に

一　

色
ト
酒
ト
ハ

一　

い
で
の
山
吹　

〇
84

一　

い
さ
ゝ
ら
ば　

＊
〇
64

一　

い
こ
か
も
ど
ろ
か

ろ
の
部

一　

花
ヲ
見
よ

は
の
部

一　

初
恋
の
人
目
は
づ
か
し

一　

花
見
時　

そ
ら
は
れ
渡
る　

＊

一　

花
の
咲マ
マ

り　

咲マ
マ

り
は
花
の

か
へ
哥

一　

春
は
花
見　

き
つ
れ
て
つ
れ
て

一　

春
風
に　

な
び
く
柳
の
そ
よ
〳
〵
と　

＊
〇576

一　

花
は
平
野
に　

＊
〇568

一　

春
か
あ
な
た
へ

か
へ
哥

一　

雪
は
ま
も
な
く
真
白
く

此
替
哥
は
な
の
部
の
二
ツ
目
に
あ
り

一　

花
の
都
は
扨
て
哥
処　

＊
〇566

一　

□
し
き
月
に

一　

は
で
な
は
つ
ぴ
の
三
つ
鶴
や

一　

花
が
咲
く
小
金
の
花
が　

〇548

一　

花
の
弥
生
は

一　

羽
根
を
や
す
む
る
ナ
ア

一　

花
の
と
ん
き
よ
島　

＊
江
〇562

一　

春
の
永
日
に　

＊
〇580

一　

羽
織
き
せ
て
も
上
下
き
て
も

一　

羽
織
き
せ
か
け
も
し
こ
ち
の
人

一　

春
の
は
じ
め
や

一　

花
の
都
の

成
吉
し
ら
べ

一　

花
の
夜
も

一　

花
も
嵐
に

松
竹
梅

一　

花
の
浪
花
の
浪
花
の
花
の

一　

初
春
や
見
渡
よ
り

一　

春
風
に
む
す
ん
で
と
け
て

一　

萩
は
た
ゞ
さ
へ
物
さ
び
し
き
に

一　

萩
の
下
葉
に

一　

花
の
咲マ
マ

り
と

一　

初
春
の
寿
き
に

か
へ
哥

一　

夏
に
な
り
や

か
へ
哥

一　

秋
に
な
り
や

か
へ
哥

一　

冬
に
な
り
や

一　

は
な
の
璃
寛

一　

花
の
浪
花
の

一　

花
は
辰
み
か

一　

春
雨
な
ら
で
朧
夜
の　

＊
〇576

一　

花
が
咲
て
も

一　

博
多
女
郎
衆
は
ナ
ア

一　

葉
桜
や
い
き
な
お
か
た
の

一　

花
や
か
に
う
ち
つ
れ
き
た
る

に
の
部

一　

日
本
目
出
度
き　

＊
〇323

一　

西
と
東
へ
た
て
わ
け
ら
れ
て

一　

に
ぎ
わ
し
き
き
く
や
此
花

ほ
の
部

一　

宝
来
に
き
か
ば
や

一　

本
田
通
り
す
り
や

一　

本
田
〳
〵
〳
〵
本
田
さ
ん

一　

つ
れ
て
み
や
が
れ
ナ
ア
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へ
の
部
〔
空
欄
〕

と
の
部

一　

床
の
柱
に
も
た
れ
て
か
ゝ
る　

＊
〇476

一　

と
の
ゝ
か
え
り
おマ
マ

ま
ん
ま
ど
か
ら
見
れ
ば　

〇484
一　

と
ろ
り
〳
　〵

＊
〇490

一　

大
坂
は
な
れ
て　

＊
〇164

一　

ご
ざ
れ
登
る
や
く
ら
が
り
峠

一　

奈
良
の
都
の
名
所
を
か
ぞ
へ

一　

せ
め
て
一
夜
は
帯
と
け
地
蔵

一　

雨
は
ふ
ら
ね
ど
あ
か
ば
ね
あ
が
り

一　

御
ゑ
ん
御
さ
ら
ば

一　

天
の
岩
戸
へ
燈
明
あ
げ
て

一　

は
し
り
〳
〵
て
石
原
越
へ
て

一　

泊
り
じ
や
な
い
か
泊
ら
ん
せ

一　

ト
ン
カ
ラ
〳
〵
〳
〵
〳
〵

一　

と
の
さ
へ
と
の
さ
と
こ
か
ら

一　

と
い
ち
と
ら
れ
て

一　

と
け
て
□
し
や

一　

時
計
片
手
に
ひ
ざ
た
て
直
し

一　

ど
う
ぞ
か
な
へ
て　

＊
江
〇473

ち
の
部

一　

千
草
も
冬
が
れ
て　

＊
江
〇443

一　

千
代
の
た
め
し
の　

〇450

一　

長
や
れ
〳
〵

一　

ち
よ
や
れ
〳
〵

一　

長
な
ん
の

一　

ち
よ
あ
い
の
三
毛
猫
が

一　

ち
ぐ
さ
む
す
び
の

一　

長
筆
の

一　

児
子
様
の
〳
〵

一　

姫
様
の
〳
〵

り
の
部
〔
空
欄
〕

ぬ
の
部

一　

ぬ
れ
染
し
に

る
の
部
〔
空
欄
〕

お
の
部

一　

大
宮
人
の

一　

磐
形
人
丸
ざ
く
ら

一　

お
咲マ
マ

揃
へ
て
花
や
か
に　

＊
〇166

か
へ
哥

一　

ひ
ら
く
か
ん
ろ
の

か
へ
哥

一　

咲
そ
ろ
ふ

一　

お
ま
い
鉄
び
ん

一　

大
津
八
町
逢
坂
越
へ
て　

＊
江
〇149

一　

近
江
八
景

一　

大
津
名
物
追
分
き
せ
る

一　

大
津
石
橋
の

一　

親
じ
や
も
ど
つ
た
か

一　

お
ま
い
さ
ん
は
ナ
ア　

＊
〇180

一　

お
ふ
せ
〳
〵
下
の
関
迄
も

一　

お
さ
ん
女
郎
衆
は

一　

お
く
り
ま
し
よ
か
や　

＊
江
〇162

一　

沖
で
鯛
つ
る
鱧
つ
る
あ
わ
び　

＊
江
〇150

一　

お
ま
へ
し
ん
だ
ら

一　

お
ば
ゝ
小
□
す
り
や

一　

冬
は
こ
た
つ
で

一　

お
い
て
ば
か
ら
し

一　

思
ふ
ほ
ど

一　

お
り
て
ゆ
く
花
の
盛
り
ヲ

一　

扇
蝶
な
た
ね
な
の
花

一　

お
も
い
だ
さ
ん
せ

一　

男
な
り
せ
し
初
ざ
く
ら

一　

沖
おマ
マ

こ
へ
た
る

一　

お
ひ
い
さ
ん
が

一　

お
い
と
こ
そ
う
だ
よ　

〇143

一　

男
達
じ
や
の

一　

沖
の
く
ら
い
の
に
白
帆
が
見
ゆ
る

一　

沖
の
く
ら
い
の
に
□
ま
と
れ
〳
〵

一　

お
ふ
て
嬉
し
き　

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

一　

お
ぼ
ろ
夜
の

一　

お
千
代
〳
〵
と

一　

お
ま
い
青
梅
わ
し
や
青
松
葉

か
へ
哥

一　

お
ま
い
正
宗
わ
し
や
さ
び
刀

か
へ
哥

一　

せ
つ
し
や
此
町
で

か
へ
哥

一　

い
か
に
わ
た
し
が

一　

お
い
て
ば
か
ら
し

一　

お
き
の
浪
間
ヲ

わ
の
部

一　

私
が
世
も
つ
き
じ

一　

わ
た
し
や
い
や
い
な

一　

わ
た
し
や
八
幡
の

一　

わ
が
恋
は

一　

わ
し
は
野
に
咲
く
あ
さ
み
の
花
よ

一　

わ
し
は
野
に
咲
く
す
み
れ
の
花
よ

一　

わ
し
は
野
に
咲
く
あ
ざ
み
の
花
よ

一　

若
な
つ
む
と
て　

〇763

一　

わ
し
が
在
所
の

か
の
部

一　

か
ま
く
ら
見
た
か　

〇219

一　

川
ふ
ね
に
の
せ
て
お
ゝ
せ
を　

＊
〇227

一　

川
崎
女
郎
衆
が

一　

蛙
が
な
く
さ
へ

一　

か
い
の
地
蔵
さ
ん
は
ナ
ア

一　

鎌
倉
つ
る
し
よ
ふ

一　

石
つ
は
め
は

金
比
羅
舟
〳
〵
か
へ
哥

一　

か
ん
て
ら
つ
け
〳
〵
て
ん
ぷ
ら
あ
げ
〳
〵

一　

か
い
な
〳
〵
〳
〵

つ
ら
さ
う
き
み
の
か
へ
哥

一　

か
げ
の
□
と
さ
い
ぶ
し
の

一　

か
ゑ
る
駕
や
に

一　

か
わ
竹
の
雲
の
上
ま
で

一　

か
く
れ
み
の

一　

か
く
れ
み
の
か
く
れ
傘　

＊
〇203

一　

か
み
な
り
ご
ろ
〳
〵

一　

川
は
〳
〵

一　

海
上
は
る
か
に　

＊
江
〇194

一　

川
舟
に
の
せ
て
お
ゝ
せ
を 

＊
〇227

一　

か
ど
の
小
哥
を

一　

か
ね
て
て
く
だ
と　

〇217
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よ
の
部

一　

宵
の
白
鷺
や
み
よ
の
か
ら
す　

＊
〇747

一　

宵
の
く
ぜ
つ
おマ
マ

車
に
の
せ
て

一　

よ
そ
で
と
か
ん
す

一　

よ
る
べ
定
ぬ
浮
き
草
じ
や
と
て

一　

よ
る
と
さ
わ
る
と

一　

よ
い
は
さ
わ
き
で
ま
ぎ
れ
て
い
て
も

一　

世
の
中
は
古
い
た
と
へ
の
あ
す
か
川

一　

よ
そ
で
咲
と
は
あ
た
に
く
ら
し
い

一　

よ
に
も
と
ゞ
ろ
く
い
か
づ
ち
の

た
の
部

一　

玉
だ
れ
の
内
や
ゆ
か
し
き　

＊
〇437

一　

た
ま
さ
か
あ
へ
ば
夢
や
み
づ

一　

だ
ま
し
や
ん
せ
又
だ
ま
さ
れ
し

一　

竹
に
な
り
た
や
〳
〵
七
九
竹　

＊
江
〇427

一　

竹
に
雀
は
中
よ
い
け
れ
ど

松
竹
梅

一　

た
ち
渡
る
か
す
み
を
そ
ら
の
し
る
べ
に
て

れ
の
部

一　

雁
と
つ
ば
め　

＊
江
〇210

そ
の
部

一　

そ
の
手
で
深
み
へ　

〇407

一　

そ
れ
と
め
だ
ゝ
ぬ
な
り
ふ
り
も　

＊
江
〇688

一　

そ
な
た
お
も
へ
ば
七
里
が
灘
を　

＊
江
〇451

一　

空
に
一
と
こ
ゑ
ア
レ
時
鳥　

〇412

つ
の
部

一　

月
待
と
そ
の
や
く
そ
く
の　

〇461

一　

月
に
う
つ
り
し
し
お
り
戸
を

一　

月
は
ま
ん
ま
る　

＊
〇460

一　

う
ち
の
首
尾
し
て　

＊
〇460-1

一　

月
は
さ
ゆ
れ
ど
心
は
さ
へ
ぬ　

〇459

一　

月
は
さ
へ
て
も
心
は
さ
へ
ぬ

一　

つ
く
〳
〵
と
物
に
ま
ぎ
れ
ぬ

一　

つ
い
て
く
り
や
る
な
八
ま
ん
か
ね
を　

＊
〇451

一　

つ
く
ば
ね
の
姿
す
ゞ
し
き
な
つ
ご
ろ
も

ね
の
部
〔
空
欄
〕

な
の
部

一　

名
と
り
の
里
に
ひ
く
三
味
の

花
の
都
は
の
替
歌

一　

浪
花
名
所　

＊
〇510

一　

夏
の
夕
ぐ
れ
に　

〇503

一　

夏
は
卯
の
花
山
時
鳥

一　

な
れ
し
吾
妻
の
花
な
れ
や　

＊

一　

長
い
〳
〵
両
国
ば
し
や

一　

何
を
く
よ
〳
　〵

＊
〇511

一　

名
古
や
名
物
み
や
し
げ
大
根　

〇500

一　

な
つ
か
し
や
見
先
に

切
れ
与
三
と
見
染

一　

七
草
の
ほ
こ
ろ
び
染
る

か
へ
哥

一　

見
渡
せ
ば
沖
の
け
し
き
も

一　

夏
は
卯
の
花
水
に
浮
き
草　

＊
〇504

一　

浪
花
新
町
都
で
島
ば
ら

ら
の
部
〔
空
欄
〕

む
の
部

一　

向
ふ
通
り
や
る
熊
の
ど
ふ
者
の

一　

紫
の
ゆ
か
り
の
色
や
か
き
つ
ば
た

う
の
部

一　

う
つ
ろ
ふ
秋
の
色
見
へ
て

一　

う
つ
し
心
の
花
の
春　

〇115
一　

う
た
る
ゝ
わ
た
し
や
い
と
は
ね
ど

一　

馬
が
戻
つ
た
か
与
作
さ
ん
が
見
へ
ぬ

一　

富
士
の
し
ら
雪
朝
日
で
と
け
る

一　

何
を
く
よ
〳
〵
川
端
や
な
ぎ　

＊
〇511

一　

梅
が
咲
く
か
さ
く
ら
は
ま
だ
な
き
か　

＊
江
〇128

一　

あ
ら
れ
玉
ち
る
時
雨
は
ま
だ
な
き
か

一　

う
す
い
峠
の
ご
ん
げ
ん
さ
ん
は　

〇109

一　

梅
が
咲
に
は
奥
山
に

一　

う
か
ら
〳
〵
羅
生
門
を
通
て

一　

梅
は
北
野
の
天
神
様
の

一　

う
き
よ
い
と
い
し

ゐ
の
部
〔
空
欄
〕

の
の
部

一　

の
ふ
〳
〵
山
が
見
へ
候

一　

の
め
ば
か
ん
ろ
と
皆
人
が

お
の
部
〔
空
欄
〕

く
の
部

一　

く
よ
〳
〵
と
水
の
流
れ
と　

＊
〇262

一　

ぐ
ち
も
い
ゆ
ら
は

一　

口
で
事
つ
け
あ
て
に
は
な
ら
ぬ

一　

く
ろ
ふ
す
る
の
を　

〇2060

や
の
部

一　

や
ア
し
め
ろ
や
れ　

＊
〇700

一　

や
も
し
げ
る
豊
芦
原
の

一　

山
す
ぎ
て
橋
を
恋
じ
に

一　

や
よ
い
の
花
見
は
上
野
か

一　

ヤ
ア
ヤ
ン
レ
ひ
け
〳
〵

一　

ヤ
ア
秋
の
も
中
の

一　

山
で
切
る
木
は
た
く
さ
ん

一　

山
で
色
す
り
や
木
の
根
が

一　

闇
の
夜
に
吉
原
ば
か
り
が　

＊
江
〇724

一　

春
霞
み
立
る
や
い
づ
く　

＊
江
〇724

一　

つ
も
る
夜
は
か
さ
な
る
風
え

一　

山
は
〳
〵
山
お
ゝ
け
れ
ど　

＊
〇721

一　

山
寺
の
か
ね
つ
く
し
も
く
が

一　

山
形
の
庄
や
の
嫁
な
ぜ
に

一　

八
重
咲
や
一
ト
重
心
の　

＊
〇704

一　

山
の
神
じ
や
の

一　

や
ぼ
な
事
ば
し

一　

や
み
雲
に
め
ぐ
る
つ
ゞ
み
の

一　

弥
生
花
月
さ
い
た
り
な

一　

た
お
る
か
た
げ
て

一　

ヤ
ア
面
白
の
賑
ひ
て

一　

柳
桜
や
春マ
マ

〳
〵
と　

＊
〇709

一　

や
よ
お
り
ら
し

ま
の
部

一　

松
と
い
ふ
も
じ
は　

〇648

一　

松
の
太
夫
の
う
ち
か
け
は　

＊
江
〇652

一　

ま
ね
く
小
花
に
つ
い
ま
よ
い

一　

間
垣
の
す
が
ゞ
き

一　

松
の
か
げ
に
は

一　

月
が
な
い
た
か　

＊
〇453

一　

ま
き
へ
か
ゞ
や
く
い
ん
ろ
う
の

一　

ま
ち
な
は
れ
〳
〵
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け
の
部

一　

実
に
豊
か
な
る
日
の
本
の

一　

げ
ん
正
み
た
さ
に　

＊
〇268

一　

げ
い
こ
朝
も
ど
り
おマ
マ

一　

け
ん
け
ら
け
ん
〳
〵

ふ
の
部

一　

ふ
り
こ
め
〳
〵

一　

舩
じ
や
あ
ぶ
な
い

一　

ふ
け
て
ぬ
る
夜
の
ね
や
の
戸
に　

＊
江
〇612

一　

筆
も
お
よ
ば
ぬ
ゑ
の
島
景
色

一　

ふ
ち
と
な
る
そ
の
源
は　

＊
〇621

一　

ふ
さ
ぎ
や
は
だ
か
ら

一　

ふ
け
て
こ
が
れ
て
ま
つ
夜
の
つ
ら
さ

一　

ふ
つ
と
見
染
し
ア
ヽ
お
み
な
へ
し

一　

ふ
け
て
二
人
り
が
打
と
け
て

一　

富
士
の
山
か
ら
三
保
の
松
ば
ら

一　

舟
は
出
て
ゆ
く
ほ
上
け
て　

＊
江
〇625

一　

伏
見
京
の
町

一　

文
月
の
星
の
あ
ふ
夜
を　

＊
〇627

一　

そ
よ
と
す
ゞ
し
き
夕
ぐ
れ
に　

＊
〇627

こ
の
部

一　

こ
ち
の
お
も
は
く　

＊
江
〇294

一　

九
重
の
都
の
空
を
立
い
で
ゝ

一　

恋
す
て
ふ
花
の
ま
に
〳
　〵

＊
〇271

一　

月
と
雪
朝
日
色
ど
る

一　

隅
田
川
水
に
加
茂
さ
ん

一　

恋
の
山
口
名
も
高
き

一　

こ
ち
の
町
の
夜
番
ど
ん
は

春一　

恋
に
あ
ら
わ
れ

夏一　

夏
の
月
か
げ

秋一　

心
嬉
し
き

冬一　

雪
の
妻
戸
に

一　

心
関
や
に
蝶
が
笑
ふ

一　

恋
の
千
葉
文
ナ
ア　

＊
〇14-1

、278

一　

こ
ん
ど
長
崎
か
ら
か
わ
つ
た
物
を　

〇305

一　

心
づ
て
の
ナ
ア　

〇284

一　

子
供
た
ら
し
の

一　

金
比
羅
舟
　々

〇307

一　

心
す
ぐ
な
る　

＊
〇282

一　

今
年
し
や
な
ん
だ
か

え
の
部

一　

ヱ
ヽ
ヱ
ヽ
浅
草
で

一　

遠
州
浜
松　

＊
上
江
〇139

一　

ヱ
ヽ
ヱ
ヽ
よ
い
道
す
じ
を
ま
つ

一　

ヱ
ヽ
ヱ
ヽ
新
町
橋
を

一　

ゑ
ん
ま
さ
ん

て
の
部

一　

手
挑
に
土
手
を

あ
の
部

一　

明
け
渡
る

一　

秋
の
宮
島　

＊
〇
14

一　

秋
の
七
草　

＊
江
〇
11

一　

あ
り
や
と
こ
せ
い

一　

秋
の
茂
中
や

一　

秋
の
野
に

一　

あ
だ
な
色
あ
る　

＊
〇
29

一　

仇
な
色
す
り
や

一　

あ
わ
ぬ
夜
は

一　

あ
ご
で
し
ら
せ
て

一　

あ
ら
玉
の

一　

あ
や
め
咲
と
は

一　

秋
に
な
り
や

一　

油
〳
〵
と
浪
花
町
中
売
り
あ
る
く　

＊
〇
41

一　

天
津
風
〳
〵

一　

あ
ゝ
と
よ
し
と
は
ナ
ア

一　

天
の
川
ほ
し
の
ち
ぎ
り
も　

＊
〇
45

一　

姉
さ
ん
ほ
ん
じ
よ
か
へ

一　

姉
は
狐
で
妹
は
小
猫

一　

赤
い
物
に
と
り
て
は　

＊
〇
8

一　

あ
け
わ
た
る
雪
の
け
し
き
も

さ
の
部

一　

さ
へ
い
づ
る
月
に
や
さ
し
き

か
へ
哥

一　

さ
へ
渡
る
月
に
な
さ
け
の

一　

咲
そ
ろ
ふ

一　

咲
そ
ろ
ふ
仇
な
さ
く
ら
や

一　

里
に
名
も
高
尾
の
紅
葉

一　

酒
は
け
ん
び
し

一　

扨
て
も
に
ぎ
わ
し

一　

三
尺
さ
つ
て

一　

桜
花
た
が
い
の
国
の

一　

松
は
松
の
木
〳
　〵

＊
〇344

一　

さ
く
よ
り
ち
る
ま
で
も　

＊
〇319

一　

し
ん
ぼ
へ
高
□
上
る
は

一　

さ
ん
げ
〳
〵
六
こ
ん
し
よ
〴
〵
＊
江
〇350

き
の
部

一　

桐
が
間
垣　

＊
〇256

一　

君
おマ
マ

待
つ
夜
は　

〇248

一　

き
り
〳
〵
す
そ
な
た
の
足
は

一　

君
と
ね
よ
ふ
か　

＊
江
〇236

一　

き
せ
る
片
手
に

一　

け
ふ
は
あ
す
か
と

一　

菊
の
し
ほ
り
の

一　

気
に
い
ら
ぬ
風
と
あ
ろ
ふ
に

一　

ぎ
お
ん
に
つ
ゞ
い
て

一　

京
か
ら
下
る
御
正
指
様

一　

岸
の
柳
に
つ
い
ま
ね
か
れ
て

一　

君
に
扇
の
ナ
ア　

〇238

松
竹
梅

一　

き
み
か
よ
の
に
こ
ら
で
た
へ
ぬ

ゆ
の
部

一　

夢
は
ふ
ざ
ん
の　

〇744

一　

雪
の
戸
山
に

一　

雪
と
な
る

一　

夕
べ
横
町
で

一　

雪
見
酒
今
朝
も
し
つ
ぽ
り

一　

雪
は
ま
も
な
く

一　

雪
は
し
ん
〳
〵

一　

雪
は
ふ
る
〳
　〵

＊
江
〇740

一　

行
も
か
ゑ
る
も
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一　

雪
見
酒
と
て

め
の
部

此
花

一　

□
し
き
顔
ま
だ
つ
ゝ
む

み
の
部

一　

水
に
一
と
筆
か
き
つ
ば
た

一　

水
の
出
花
と
二
人
り
が
中
は

一　

見
渡
せ
ば
あ
か
ね
さ
す

一　

道
に
四
筋
の
鉄
道
す
ら
り
と

一　

見
や
し
や
ん
せ
今
宵
の
月
と

一　

御
代
は
文
明
一
様
に

一　

見
た
や
あ
い
た
や
山
ほ
と
ゝ
き
す　

＊
〇665

一　

見
た
や
あ
い
た
や
あ
の
君
様
へ

一　

や
ぶ
に
そ
だ
ち
し
あ
の
鶯
も

一　

い
つ
も
あ
お
〳
〵
松
の
木
さ
へ
も

一　

□
か
ゑ
り
に
六
道
の
辻
で

一　

三
島
沼
津
や
は
ら
ふ
じ
も　

〇662

し
の
部

一　

繻
子
の
は
か
ま
の
（
此
か
へ
哥
せ
の
部
に
あ
り
）

一　

下
に
は
む
く
の
日
ざ
く
ら
や　

＊
〇362

一　

し
と
ふ
心
は
ナ
ア　

＊
江
〇361

一　

恨
み
顔
に
て　

＊
江
〇361

一　

忍
ぶ
も
じ
づ
り　

〇369

一　

白
い
は
だ
へ

一　

東
雲
の
別
れ
に
し
つ
か
と

一　

新
実
い
や
で
は
な
け
れ
ど
も

一　

島
田
金
谷
は
な
ん
じ
や
い
な

一　

島
田
金
谷
は
ナ
ア

一　

四
国
へ
ん
ろ
の
若
後
家
さ
ん
は

一　

信
州
ヱ
信
野
の
善
光
寺
様
ヱ

一　

し
や
か
様
が
目
な
し
鳥
に

一　

じ
や
ん
じ
や
か
〳
〵
〳
　〵

〇374

一　

し
ら
め
し
ぼ
り
おマ
マ

一　

地
廻
に
か
た
の
手
拭

一　

忍
ぶ
な
ら
身
は

一　

時
雨
□
浅
路
が
原
の

一　

し
め
つ
か
ら
み
つ
ア
ヽ

一　

忍
ぶ
な
ら
や
み
の
夜
は　

〇367

一　

白
浪
の
こ
ゝ
に
よ
す
る
や　

〇384

一　

し
ぐ
れ
し
て
待
夜
は

一　

四
季
の
□
会
の
事
初
め

一　

し
の
ぶ
逢
夜
の

一　

白
た
へ
の
富
士
の
高
根
に　

〇385

一　

お
た
や
ん
お
さ
か
さ
だ
い
て

一　

天
狗
さ
ん
を
さ
か
さ
た
い
て

一　

し
げ
き
あ
ふ
て
は

ゑ
の
部
〔
空
欄
〕

ひ
の
部

一　

ひ
る
か
へ
す

一　

引
三
味
せ
ん
は
き
お
ん
町

一　

ひ
ら
け
重
し
御
代
げ
し
き

一　

東
山
の
ナ
ア
〳
〵
お
月
き
や　

＊
〇589

一　

東
山
の
ナ
ア
〳
〵
上
か
ら
見
れ
ば

一　

一
と
つ
と
サ
ア

一　

一
と
つ
と
サ
ア

一　

二
つ
と
サ
ア

一　

三
つ
と
サ
ア

一　

四
つ
と
サ
ア

一　

五
つ
と
サ
ア

一　

六
つ
と
サ
ア

一　

七
つ
と
サ
ア

一　

八
つ
と
サ
ア

一　

九
つ
と
サ
ア

一　

十
を
と
サ
ア

一　

一
と
せ
の
松
も
今
年
の

も
の
部
〔
空
欄
〕

せ
の
部

一　

瀬
田
の
橋
石
山
ま
い
り

一　

千
里
あ
る
よ
な

一　

千
両
と
る
共
ナ
ア　

〇7022

一　

せ
か
れ
〳
〵
て
く
よ
〳
〵
く
ら
す　

＊
〇
89

一　

こ
か
れ
〳
〵
て
ふ
さ
い
で
く
ら
す

す
の
部

し
す
の
袴
か
へ
哥

一　

須
磨
の
浦
辺
に　

＊
江
〇378

一　

す
き
あ
げ
し

一　

す
い
か
ぶ
す
い
か　

＊
江
〇386

一　

す
い
か
ぶ
す
い
か

一　

す
い
か
ぶ
す
い
か

一　

住
吉
の
す
ま
し
も
ち
て
も

一　

ず
ぼ
ん
ぼ
へ　

＊
〇464

一　

お
き
の
浪
間
おマ
マ

と
も
よ
び
か
わ
す

一　

ま
ち
な
は
れ
〳
〵

二
上
り
新
内

一　

今
朝
も
ろ
ふ
か
で

一　

花
も
嵐
に
ち
ら
さ
る
ゝ

一　

さ
り
し
女
房
の
か
た
み
と
て

一　

わ
る
ど
め
せ
づ
と
も

一　

孝
と
愛
と
の
荒
浪
に

一　

坂
に
車
おマ
マ

お
さ
づ
と
も

追
分一　

三
日
う
ら
ん
で

一　

わ
か
れ
の
風
だ
よ

そ
ゝ
り

一　

八
つ
山
下
の
茶
屋
女　

〇708

一　

む
ね
の
雲
き
り

一　

雪
お
り
笹
や　

＊
〇737

一　

清
盛
さ
ん
は

一　

花
は
ち
り
て
も
月
日
を
ま
た
ば

追
分一　

沖
の
ま
に
〳
〵

一　

か
さ
お
手
に
持
ち　

＊
江
〇207

一　

お
い
て
く
り
や
る
ナ

一　

西
で
追
分
東
で
関
所　

〇519

一　

義
理
と
人
情
は
命
の
か
な
め

一　

む
ね
の
雲
き
り

野
歌一　

秋
が
来
る
か
や
鹿
さ
へ
な
く
に　

＊
〇
9

一　

さ
い
て
し
ほ
れ
て

一　

き
そ
で
掛
橋
太
田
の
渡
し

一　

せ
け
ん
広
ふ
に

乳
も
ら
い
歌

一　

そ
も
〳
〵
是
は
宇
多
の
天
皇

一　

引
に
引
ぬ
か
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一　

竹
に
品
よ
く

一　

見
附
ら
れ
た
る

さ
や
あ
て

一　

花
の
雨
ぬ
れ
に
く
る
わ
の　

〇5027
一　

白
茶
袴
の

一　

風
に
柳
の

一　

元
は
浮
気
で

一　

か
ほ
に
ほ
そ
り
か

大
倉
於
京
舞

一　

雲
の
上
な
き

シ
ギ
ン

一　

一
け
ん
け
ん
い

一　

へ
い
き
す
い
た
に

一　

国
を
さ
つ
て

一　

丈
夫
三
十

一　

□
を
め
い
で

一　

天
下
の
た
い
け
ん

一　

国
土
ま
つ
た
く
さ
だ
ま
る

一　

こ
ろ
も
か
ん
に
い
た
る

一　

人
ふ
る
れ
ば
人
を
き
る

ウ
タ
イ

一　

り
う
じ
よ
が
た
ち
も
ふ

一　

竜
神
さ
る
沢
の
池
の

一　

さ
し
も
に
た
け
き

一　

さ
な
が
ら
こ
ゝ
に

一　

と
く
〳
〵
た
て
や

一　

実
に
も
安
楽
世
界
よ
り

一　

今
おマ
マ

初
め
の
旅
衣
〳
〵

一　

所
は
高
砂
の
尾
上
の
松
も

一　

四
海
浪
し
づ
か
に
て

一　

げ
に
あ
お
ぎ
て
や

一　

あ
り
が
た
の
よ
ろ
こ
ぶ
や

シ
ギ
ン

一　

し
よ
し
ん
し
き
り
に

ウ
タ
イ

植
木
や

一　

山
寺
の
春
の
夕
ぐ
れ　

〇4077

〃

一　

さ
れ
ど
も
此
人
は　

〇4036

〃一　

ち
ぎ
り
し
も
こ
よ
い
か
ぎ
り
に
て

植
木
や
ど
く

一　

あ
だ
な
こ
の
世
に　

〇2009

一　

あ
き
く
れ
て　

〇2004

一　

つ
ゝ
い
い
す
じ
の　

〇2004

乳
も
ら
い
哥

一　

そ
も
〳
〵
是
は
宇
多
の
天
皇

一　

引
か
引
ぬ
か

一　

竹
に
し
な
よ
く

一　

見
附
ら
れ
た
る

さ
や
あ
て

一　

花
の
雨
ぬ
れ
に
く
る
わ
の　

〇5027

一　

白
茶
袴
の

一　

風
に
柳
の

一　

元
は
浮
気
で

一　

か
ほ
に
ほ
そ
り
か

〔
以
下
曲
名
の
み
掲
出
〕

げ
こ
す
べ
ら
し
て 

＊
〇265

よ
と
の
と
ま
り

操
三
番
天
て
ら
す

地
蔵
経　

＊
〇245

黒
谷
わ
さ
ん

つ
な
上

菅
生
丞

渡
辺
の
綱

五
段
か
ゑ
し

つ
ぼ
ら

大
津
画
与
三
郎

げ
ほ
ら
ち
よ
こ
〳
〵

雨
の
夜

十
日
戎
替
哥

お
ん
ら

だ
い
〳
〵
か
ぐ
ら

権
ぎ
せ
る

夜
ふ
け
て

初
春
や

瀬
田
の
橋
か
ら

同
か
へ
哥

わ
ら
ず
や

雲
に
か
け
は
し

花
に
蝶
々

越
後
の
国

ち
よ
ろ
け
ん

登
り
夜
舟　

〇536

七
福
神

舟
の
り

露
と
す
ゝ
き

秋
く
さ

ま
め
だ

お
き
て
み
つ

月
の
八
日

豆
腐
御
用

住
吉
踊
り

お
ち
や
べ

あ
い
た
さ
に

一
陽
に　

＊
〇
78

梅
の
つ
ぼ
み

い
け
ん
曽
我
紋
尽
し

善
玉
悪
玉
三
社
ま
つ
り

扇
蝶

橋
づ
く
し　

＊
〇506

柱
立
万
才

八
景　

春
か
あ
な
た
の

あ
め
う
り

は
つ
し
ぐ
れ

木
津
川

春
雨
メ　

〇578

御
所
車　

＊
江
〇214

か
ど
ま
つ

夜
ざ
く
ら　

＊
江
〇748

野
田
の
ふ
じ

水
の
出
花

一
ト
つ
く
ず
や

川
竹　

＊
江
〇2051
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つ
が
い
は
な
れ
ぬ

御
所
の
御
庭　

〇291
ひ
げ
奴

松
の
二
葉

曽
我
宇
治
茶
か
へ
哥

松
に
な
り
た
や

仇
な
世
界
に　

＊
〇
31

鶴
の
声

す
り
ば
ち

黒
か
み　

〇2061

な
の
葉　

＊
〇2051

あ
さ
と
て

き
ゞ
す　

〇2052

ゆ
き　

＊
〇2129

政
月

扇
づ
く
し

越
の
戸

ほ
う
ら
い

ゆ
か
り
の
月　

〇2030

万
ざ
い

袖
ご
う
ろ　

〇2134

袖
の
露　

〇2079

滝
づ
く
し

綱
手
車

夕
か
ほ

ゑ
ん
の
つ
な　

〇2135

わ
ん
久

通
ふ
神　

〇
95

袖
頭
巾

か
く
れ
ん
ぼ

お
ぼ
こ
き
く

ひ
な
ぶ
り　

＊
江
〇275

羽
織
妻

水
の
出
花

あ
し
か
り

竹
の
ゑ
ん

お
け
と
り　

＊
〇440

大
仏

や
し
ま

菊
の
露　

＊
〇2117

か
な
わ　

＊
〇2192

加
賀
の
千
代

〈
凡
例
〉（【
表
2
】【
表
3
】）

・
□
・【　

】
は
難
読
、
不
詳
。

・（　

）
は
目
次
表
記
、
補
記
。

・〔　

〕
は
筆
者
補
記
。

・
＊
は
『
歌
舞
伎
音
楽
集
成
』（
江
戸
編
・
上
方
編
）
と
照
合
。
〇

は
『
芝
居
唄
』
と
照
合
（
数
字
は
当
該
書
の
唄
番
号
）。
但
し
、い

ず
れ
も
多
少
の
歌
詞
の
異
同
あ
り
。

・
目
次
に
よ
っ
て
見
出
し
を
補
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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【
表
4
】「
所
作
日
賀
恵
」（
二
十
五
曲
）〔
目
次
省
略
〕

か
け
画
所
作
（
明
治
三
十
六
年
三
月
角
座　

市
川
右
團
次　

中
村
福
助
一
座
）

妹
背
道
行
（
明
治
三
十
六
年
三
月
角
座　

市
川
右
之
助　

中
村
政
二
郎　

一
日
か
わ
り
）
※

お
染
久
松
七
役
（
明
治
三
十
六
年
六
月
浪
花
座　

市
川
右
團
次
）

桐
一
葉
・
末
広
舞
（
明
治
三
十
七
年
五
月
角
座　

片
岡
我
当
一
座
）

伏
見
の
里
（
明
治
三
十
七
年
七
月
天
満
座　

中
村
芝
雀
所
作
）

吉
野
山
（
明
治
三
十
六
年
四
月
浪
花
座　

市
川
右
團
次
一
座　

同
右
之
助
相
勤
申
候
）
※

六
歌
仙
（
嵐
三
五
郎
所
作
）

紅
葉
狩
（
中
村
政
治
郎
所
作
）

隅
田
川
（
市
川
右
團
次
所
作
）
※

操
三
番
叟
・
操
三
番
叟
前
※

三
人
奴
（
市
川
右
團
次
所
作
）
※

忠
臣
蔵
七
段
返
し
（
中
村
鴈
治
郎
一
座
）
※

大
津
画
（
中
村
鴈
治
郎
所
作
）
※

四
ツ
谷
怪
談
夢
之
場
（
市
川
右
團
次
所
作
）

夜
ば
い
星
か
よ
い
舟
（
市
川
右
之
助
所
作
）

門
け
い
せ
い
（
市
川
右
團
次
所
作
）
※

友
奴
（
片
岡
我
童
所
作
）

羽
衣
（
嵐
三
五
郎
所
作
）
※

油
と
り
う
つ
ぼ
猿
（
嵐
巌
笑　

同
吉
三
郎　

林
幹
尾
所
作
）
※

高
時
天
狗
舞
（
実
川
延
二
郎
所
作
）
※

保
名
狂
乱
（
花
井
梅
所
作
）

戻
り
橋
（
巽
糸
子
所
作
）
※

子
持
山
姥

【
表
3
】「
地
哥
端
哥
日
カ
恵
」（
一
五
九
曲
）〔
目
次
省
略
〕

天
神
の
ど
く　

忠
臣
蔵
独
く　

お
岩
ど
く　

く
ず
の
葉
ど
く　

あ
れ
お
見
さ
い
ナ
ァ
＊　

露
の

蝶
＊　

き
れ
尽
し　

あ
や
ぎ
ぬ
＊　

ど
ん
で
ん　

玉
川
＊　

わ
す
れ
生
姜　

ね
の
び　

八
重
一
ト

重　

葵
の
上　

浮
舩　

淀
川　

山
め
ぐ
り　

山
尽
し　

四
つ
の
袖　

夕
ぞ
ら　

い
も
せ
川　

よ
る

べ　

口
き
り　

よ
お
う
つ
せ
み　

常
磐
の
松
＊　

立
花
＊　

梅
の
月　

こ
ゝ
は
島
原
＊　

花
の

旅
＊　

茶
お
ん
ど　

鳥
辺
山
＊　

沖
の
石　

夏
は
ほ
た
る　

見
た
い
な　

こ
よ
い
あ
ふ
と
の　

わ

し
が
思
イ　

土
手　

私
も
の　

秋
の
夜　

宇
治
茶　

か
へ
哥　

忍
ふ
夜　

柳
ば
し　

替
う
た　

い

ざ
や
＊　

替
哥
＊　

柳
々
＊　

夕
く
れ　

桐
の
雨　

ぐ
ち　

一
ト
こ
ゑ　

し
よ
（
が
）
い
な
ァ
＊　

斉
藤
＊　

一
ト
つ
夜
着　

桜
見
よ
と
て　

替
哥　

梅
に
も
春　

夕
だ
ち　

一
ケ
夜
明
れ
ば　

福
寿

草　

瀬
戸
の
だ
ん
畑　

三
国
一　

梅
と
松　

替
哥　

わ
し
が
国
サ　

土
手
の
替
哥　

春
は
こ
づ
へ　

四
季
＊　

花
の
く
も
り　

高
砂
や　

玉
川　

初
春
や　

瀬
田
の
は
し　

か
へ
哥　

い
な
づ
ま　

あ

だ
な
世
界
＊　

三
下
り
夕
立　

や
り
さ
び　

西
行　

書
お
く
る　

今
朝
の
わ
か
れ　

思
ひ
こ
ん
だ

る　

雪
と
も　

さ
み
だ
れ　

萩
桔
　

あ
だ
な
笑
顔　

竹
の
春　

今
朝
の
あ
め
＊　

し
ん
と
ふ
け

て
＊　

し
ば
玉　

首
尾
ト
二
人　

里
お
は
な
れ
し　

と
な
り
座
し
き　

月
花　

夜
や
さ
む
し
＊　

つ
ら
さ
う
き
身
＊　

か
へ
哥　

し
く
れ
て　

雪
は
し
ん
〳
　〵

香
水
の　

主
し
さ
ん
と　

お
た
が

い
に　

か
へ
哥　

ふ
け
て
こ
が
れ
て　

あ
さ
ゞ
は
＊　

ね
み
だ
れ
し　

そ
れ
と
目
だ
ゝ
し　

む
ら

と
し
て　

四
季
狸
キ　

雪
月
花　

青
柳
の　

萩
の
戸
お
＊　

こ
ゝ
も
り　

し
か
の
唐
崎　

東
京
四

季　

う
わ
き
ど
う
し　

う
そ
と
誠
と　

若
ふ
づ
ま　

ま
り
は
柳
と
（
露
は
小
花
と
）　

有
馬
名
所
＊　

有
馬
二
階
か
ら　

夜
ば
い
さ
ん
え　

金
比
羅
舟
　々

む
ら
さ
き　

め
ぐ
る
日
や　

深
川　

奴
さ
ん　

雨
の
夜　

し
ん
の
夜
中
に　

金
時
が　

ふ
け
て
逢
夜　

浮
草
や　

風
に
う
ら
み
の　

つ
い
一
ト
こ

と
の　

ほ
と
ゝ
ぎ
す　

お
く
ざ
し
き　

さ
み
た
れ
に　

夕
ぞ
ら
に　

八
郎
兵
衛　

神
お
ろ
し　

さ

し
て
と
る　

東
の
や
り
さ
び　

つ
か
い
は
な
れ
ぬ　

つ
れ
〴
　〵

お
ゝ
て
丁
し
の　

は
み
が
き　

か
ね
て
よ
り　

に
く
ら
し
い　

姉
さ
ん　

夜
も
ふ
け
て　

夕
ぞ
ら　

忍
ぶ
恋
じ　

ま
つ
よ
い
は　

願
□
か
へ
哥　

松
の
縁　

朝
顔
ど
く　

お
ち
や
め
の
と　

糸
の
し
ら
べ　

東
獅
々



（
五
十
六
）
45

【
表
7
】「
舞
地
調
」（
二
十
七
曲
）〔
目
次
省
略
〕

く
る
わ
五
郎
（
此
間
山
村
て
つ
な
し
）　

お
七
吉
三　

八
郎
兵
衛　

角
兵
衛
獅
　々
本
田
中
村
つ
ぐ
様
二
人

玉
川　

大
尽
舞　

葵
の
上　

若
菜
摘　

柱
立
万
才
（
山
村
）　

汐
干
狩　

名
所
競　

そ
ば
□
（
だ
る

ま
そ
ば
）　

こ
よ
い　

同
か
へ
哥　

こ
ゝ
わ
島
原　

矢
倉
お
七　

神
田
祭　

信
野　
山
村
け
そ
う
文　

山
村
大
臣
舞　

壬
生
平
（
梅
元
）　

小
三
金
五
郎　

浮
舩　

月
夜
子
守　

ふ
じ
娘　

き
お
ん
中
居　

千

本
道
行

【
表
5
】「
糸
の
し
ら
べ
」（
七
十
四
曲
）〔
目
次
省
略
〕

（
地
歌
）
玉
川
（
本
て
う
し
）　

夏
は
ほ
た
る　

見
た
い
な　

あ
め
う
り　

こ
ゝ
も
り　

わ
し
が
お

も
い　

土
手　

我
も
の　

秋
の
夜　

宇
治
茶　

し
の
ぶ
夜　

柳
ば
し　

い
ざ
や　

柳
　々

夕
ぐ
れ　

き
り
の
雨　

ぐ
ち　

一
ト
こ
ゑ　

し
よ
が
い
な　

さ
い
藤　

一
ト
夜
着　

さ
く
ら
見
よ
と
て　

梅

に
も
春　

一
チ
夜
あ
へ
れ
ば　

福
寿
草　

沖
の
大
舟　

う
ら
の
だ
ん
ば
た
け　

三
国
一　

梅
ト
松　

ま
め
だ　

つ
ぼ
ら　

月
の
八
日　

江
戸
子
も
り　

咲
タ
さ
く
ら
の
木
に　

豆
腐
御
用　

わ
し
が
国

サ　

住
吉
お
ど
り　

き
せ
ん
（
花
本
こ
ま
）　

お
ち
や
べ　

わ
す
れ
生
姜　

あ
い
た
さ
に　
土
手
か
へ
哥

曽
我　

奴
凧　

明
神
の　

け
ほ
ら
ち
こ
〳
　〵

四
季　

か
ぼ
ち
や
見
よ
と
て　

春
は
こ
づ
へ　

松

の
葉　

四
季　

千
本
道
行　

一
や
ふ
に　

花
の
く
も
り　

五
段
か
え
し　

曽
我
紋
づ
く
し　

深
川　

高
砂
や　

く
わ
し
ん
売　

雨
の
夜　
宇
治
茶
か
へ
哥
曽
我　

十
日
戎
か
へ
哥　

力
弥　

善
玉
悪
玉　

養
老　

扇
蝶　
通
り
舟
し
ゆ
び
と
二
人　

橋
づ
く
し　

き
さ
ら
ぎ　

花
が
咲
タ
ラ　

松
に
な
り
た
や　

羽
織
妻　

ね
の
び　

八
重
一
重　

博
多
沖
か
ら

【
表
6
】「
吾
妻
し
ら
べ
」（
一
二
二
曲
）〔
目
次
省
略
〕

玉
川　

さ
し
て
と
る　

あ
れ
お
見
さ
い
な　

お
ん
ら　

千
本
忠
信
花
道
入　

け
に
花
な
れ
ば　

ち

ら
し　

た
い
〳
〵
か
ぐ
ら　

お
ち
ゃ
め
の
と　

大
神
舞　
大
津
ぶ
し
与
三
郎　

藤
娘　

権
き
せ
る　

夜

ふ
け
て　
山
村
政
田
家
煙　

品
玉
や　
山
村
政
手
踊
り　

里
で
咲
花　

初
春
や　

あ
ず
さ
手
踊
り　

せ
た

の
は
し　

つ
ゆ
の
蝶　

梅
と
松　

堺
住
吉　

花
に
蝶
に　

玉
川　

松
づ
く
し　

し
よ
ろ
殿　

草
か

り　

い
な
づ
ま　

新
浅
妻　
ゑ
び
ら
く
お
か
け　
ゑ
び
ら
く
て
ふ
や
れ
〳
　〵

き
れ
づ
く
し　
本
田
中
村
つ
ぐ
子

も
り　

ど
ん
で
ん　

長
さ
よ　
（
ち
ら
し
う
と
う
川
舞
）　

あ
た
の
せ
か
い　

三
下
り
夕
立　

花
の
く
も

り　

三
ケ
月　

た
つ
ね
行
ま
し
よ　

越
後
国　

や
り
さ
び　

西
行　

草
か
り
童
子　

茶
つ
み　

朝

日
ノ
御
旗　

合
羽
奴　

松
風　

あ
や
き
ぬ　

ち
よ
ろ
け
ん　

さ
し
て
と
る　

大
め
ん
（
花
本
）　

こ
ゝ
は
島
ば
ら　
陸
平
様
山
村
様
手
踊
り　

新
吉
の　

引
物
尽
し　

勇
男　
西
ノ
宮
な
か
ん
平
奴　
西
ノ
宮
道

成
寺
前
哥　
西
ノ
宮
道
成
寺
祈
り　

の
ほ
り
夜
舟　

五
郎
ち
ら
し　

七
福
神　
本
田
中
村
屋
草
か
り　

ま
し

ら
入　

や
ァ
面
白
や　

江
戸
土
産　

三
番
叟　

三
作
万
才　

子
供
遊
び　
山
駒
様
舟
乗　

使
イ
奴　

神

田
奴　

書
お
く
る　

け
さ
の
わ
か
れ　

思
ひ
こ
ん
だ
る　

雪
と
け　

き
ん
時　

明
ケ
の
か
ら
す
（
梅

本
）　
梅
本
つ
ゆ
と
す
ゝ
き　

三
番
叟　

芸
者
舞　

春
駒
（
中
ふ
く
）　

く
ら
ま
（
中
ふ
く
）　

新
年
梅

（
杵
の
ぶ
）　

さ
み
だ
れ
（
杵
の
ぶ
）　

私
が
思
イ　

萩
桔
　

花
ノ
旅
（
山
村
）　

し
ん
ぼ
く
（
山
村
）　

あ
だ
な
笑
顔　

心
い
き　

つ
な
上　

菅
生
丞　

寅
ノ
年　

茶
せ
ん
売　

三
作
万
才　

新
高
砂　

秋

く
さ　
（
東
や
り
さ
び
）　

渡
辺
綱　

登
り
夜
舟　

あ
い
た
見
た
さ
に　

神
お
ろ
し　

お
き
て
み
つ　

一
ケ
ふ
じ　

道
成
寺
ウ
タ
イ　

堺
住
吉　

浮
舟　

十
日
戎　

殿
さ
ん　

奴
さ
ん　

姉
さ
ん　

四
社

に
有
升　

ふ
し
娘　

国
せ
ん
や　

寿　

梅
が
栄
へ　

忍
ふ
恋
じ　

玉
川　

弓
の
月


